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世界を美しく彩る
デザインニング・メタル

日本製鉄の意匠系ブランド群をご紹介します。
[12月９日公開 ]

特集 デザイニング・メタルデザイニング・メタル
4 プロダクトデザインのチカラとプロダクトデザインのチカラと
	 金属素材の可能性	 金属素材の可能性

安次富 隆 氏（プロダクトデザイナー）

  6	 意匠性チタンTranTixxiiTranTixxii®
プロダクトデザインのサステナビリティを実現するプロダクトデザインのサステナビリティを実現する

12	 ヘアライン調電気めっき鋼板 FeLuce®
	 プロダクトデザインに、新たな可能性を
16	 プレコート鋼板 ビューコート®

　	 新しいライフスタイルを演出する
18	 高耐食めっき鋼板 黒ZAM®
	 素材が持つ独特の黒色意匠性

20	 意匠性ステンレス鋼板　
	 美しい輝きを放つ
24	 一品一品に想いを込めて
	 ステンレス意匠鋼板を極める

26 特別企画 技術対談

太陽の恵みを活かして地球と共存する
夢の技術「人工光合成」の社会実装を
目指す
井上 晴夫 氏		（東京都立大学名誉教授）

福田 和久　  （日本製鉄（株）副社長執行役員）

34 第32回日本製鉄音楽賞受賞者インタビュー
フレッシュアーティスト賞		佐藤 晴真 氏		（チェリスト）

特別賞		広渡 勲 氏		（プロデューサー、演出家）

38 News Clip
日本製鉄グループの動き

C o n t e n t s

ステンレス意匠鋼板

意匠性チタン TranTixxii®

ステンレス鋼板

ヘアライン調 電気めっき鋼板 FeLuce®

高耐食めっき鋼板 黒 ZAMR

プレコート鋼板 ビューコート ®

チタン、薄板（鉄）、ステンレスの3品種は、長寿命・軽量高強度・環境性に優れた特性を持っています。
日本製鉄グループは、さらに3品種ならではの金属の質感を活かした色彩色調表現や表面加工によ
る美しい意匠性と、用途に応じた機能性を兼ね備えたデザイニング・メタルを開発・製造しています。
意匠性チタンTranTixxii®（トランティクシー）、ヘアライン調電気めっき鋼板FeLuce®（フェルーチェ）、
プレコート鋼板ビューコート®、高耐食めっき鋼板黒ZAM®（ザム）、意匠性ステンレス鋼板、ステン
レス意匠鋼板といったデザイニング・メタルは、耐久性・バリエーション・ライフサイクルコストな
どのニーズに応じて、さまざまな製品や建築物で使われています。日本製鉄グループは3品種事業
の連携を深化させ、デザイニング・メタルの供給を通じて、心豊かな社会と快適な暮らしを美しく彩り、
持続可能なカーボンニュートラル社会の実現に向けて貢献していきます。

デザイニング・メタル
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金属製の石（人の想像力を喚起するプロダクトの探求モデル）2007年ファイヤーバード 2013年

プロダクトデザイナー　 安次富 隆氏
◉ プロフィール　安次富 隆（あしとみ・たかし）
1959年沖縄県生まれ。85年多摩美術大学プロダクトデザイン学科卒業、ソニー（株）デザインセンター入社。91年ザートデザイン設立。
2000年より（公財）日本デザイン振興会グッドデザイン賞審査委員（現・審査委員長）。08年より多摩美術大学教授。プロダクトデザ
インのほか、地場産業開発、デザイン教育など総合的なデザインアプローチを行っている。

デ
ザ
イ
ン
と
は
社
会
学
や
哲
学
の
よ
う
な
専
門
領
域
の
1

つ
で
は
な
く
、「
行
為
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
範
囲
は

今
や
モ
ノ
だ
け
で
な
く
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
形
の

今
や
モ
ノ
だ
け
で
な
く
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
形
の

な
い
も
の
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の

審
査
対
象
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、

私
自
身
は
デ
ザ
イ
ン
を
目
的
や
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
ア

イ
デ
ア
を
考
え
、
実
際
に
設
計
し
、
社
会
実
装
し
て
い
く
ま

で
の
一
連
の
流
れ
全
体
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

私
が
多
摩
美
術
大
学
に
進
学
し
た
1
9
8
0
年
代
は
、
ま

だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で「
P
r
o
d
u
c
t
」と
い
う
英
語

の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は「
生
産
」と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。「
生
」と「
産
」は
ど
ち
ら
も「
う
む
」と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
人
が
生
み
出
す
人
工
物
は
、
す
べ
て
プ

ロ
ダ
ク
ト
だ
と
解
釈
し
ま
し
た
。
以
来
、
形
が
あ
っ
て
人
に

必
要
と
さ
れ
る
も
の
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
人

類
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
石
を
拾
っ
て
き
て
自
分
で
道
具
を
つ
く
っ
て

い
た
石
器
時
代
と
は
違
い
、
い
ま
身
の
周
り
に
あ
る
プ
ロ
ダ

ク
ト
は
鉛
筆
1
本
1
人
で
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私

は
自
分
が
企
画
し
た
も
の
に
関
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
面
倒

を
見
る
の
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
必
ず
工
場
に
行
っ
て
製
造
工
程
に
立
ち
合
い
、

販
売
方
法
に
協
力
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
工
業

製
品
の
場
合
は
パ
ー
ツ
を
別
々
の
工
場
で
製
造
す
る
こ
と
が

多
く
、
全
体
で
軽
く
1
万
人
は
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
1
つ
に
合
わ
せ
る

の
が
非
常
に
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
上
手
く
い
っ

た
と
き
は
鳥
肌
が
立
つ
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
で
最
も
感
動
的
だ
っ
た
の
は
、
ソ
ニ
ー
の
ベ
ー

タ
マ
ッ
ク
ス
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
15
周
年
記
念
モ
デ
ル
を
企
画
し

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
の
シ
ェ
ア

は
数
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
く
、
開
発
予
算
も
少
な
か
っ
た
た

め
、
人
手
も
時
間
も
か
け
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
が
、

国
内
屈
指
の
電
機
メ
ー
カ
ー
が
何
社
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
大
勢
の
人
た
ち
が
気
持
ち
を
1
つ
に
し
て

動
い
て
く
れ
て
い
る
の
が
肌
で
感
じ
ら
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
V
H
S
を
驚
か
す
く
ら
い
の
画
期
的
な
デ
ザ
イ
ン
に

す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
、
当
時
は
ま
だ
珍
し

か
っ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
本
体
と
リ
モ
コ
ン
に
採
用
し
ま
し
た
。

リ
モ
コ
ン
で
は
パ
ネ
ル
に
触
れ
た
と
き
に
電
子
音
で
は
な
く

カ
チ
ッ
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
音
が
出
る
よ
う
に
工
夫
し
た
結
果
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
イ
ッ
チ
を「
押
し
た
」感

覚
を
与
え
る
こ
と
も
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、デ
ザ
イ
ン
に
は
常
に
革
新
的
な
行
為
が
あ
り
、

未
来
の
も
の
を
生
み
出
し
、
非
常
識
を
常
識
に
変
え
て
い
く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
集
積
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
家
の
な
か
で
の
不
具
合
を
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
直
す
行

為
も
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
無
意
識
の
う
ち
に
使
っ
て
い
る
身
の

回
り
の
モ
ノ
も
、
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
一
旦

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
家
に
任
せ
る
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
自
ら
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
と
自
覚

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
の
中
は
一
気
に
変
わ
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
扱
っ
て
き
た
な
か
で
、
伝

統
産
業
に
か
か
わ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
最
も
多
く
用
い
た
の
が

金
属
素
材
で
す
。
な
か
で
も
、
熱
や
環
境
な
ど
の
外
的
要
因

に
よ
っ
て
変
化
す
る
鉄
は
、
生
き
物
の
よ
う
で
人
間
に
近
い

金
属
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

鉄
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
用
の
ツ
ー

ル「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー
ド
」が
あ
り
ま
す
。
火
ば
さ
み
と
火
か

き
棒
の
機
能
を
持
つ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー
ド
の
仕
上
げ
に
は
、

黒
染
め
と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
着
色
法
を
採
用
し
ま
し
た
。

黒
染
め
は
、
意
図
的
に
錆
び
さ
せ
る
こ
と
で
錆
び
る
こ
と
を

防
ぐ
技
法
で
す
。
塗
装
の
よ
う
に
時
間
が
経
っ
て
色
が
落
ち

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
美
し
く
味
わ
い
深
い
風
合

い
に
育
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘

め
た
鉄
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い
素
材
で
す
。（
談
）

プロダクトデザインのチカラと
金属素材の可能性

© SAAT DESIGN INC. All Rights Reserved．

SONY SL2100 ベータマックス15周年記念モデル 1991年 © SAAT DESIGN INC. All Rights Reserved．

© SAAT DESIGN INC. All Rights Reserved．

© SAAT DESIGN INC. All Rights Reserved．
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※1　グッドデザイン賞：（公財）日本デザイン振興会が主催し、1957年の開始以来、シンボルマークの「Gマーク」とともに広く親しまれている。
※2　レッド・ドット・デザイン賞：ドイツのノルトライン・ヴェストファーレン・デザインセンターが主催し、iFデザイン賞（ドイツ）、IDEA賞（アメリカ）と並び、
　　　世界3大デザイン賞と称されている。

※3　線膨張係数：温度上昇による物体の長さが膨張する割合を温度当たりで示したもの。

意匠性チタンTranTixxii®
プロダクトデザインの
サステナビリティを実現する

　チタンの比重は他の金属素材と比べて小さいうえ、腐食代
を取らなくて済むため、薄肉化による総重量の軽量化が可能
になり、運搬や施工時の負荷が軽減できるなど、CO2削減に
寄与。質量当たりの強度（比強度）も普通鋼の約2倍、純アル
ミニウムの約3倍で、製品や建築物の堅牢性を維持するとと
もに、優れた加工性で優美な造形美を実現します。

　チタンは常温で安定した酸化物層（不動態皮膜）を形成し、
優れた耐食性を有します。通常の大気環境下で腐食する可能
性は皆無で、100年を超える耐久性を可能にします。
　チタンの線膨張係数※3はステンレスや銅の2分の1、アル
ミニウムの3分の1で、気温変化による伸縮が少ない金属。
製品や建築物の長寿命化でLCC（ライフサイクルコスト）低減
に貢献します。

　トランティクシーの色調は顔料、染料を使った塗装によら
ないため、VOC（揮発性有機化合物）発生がありません。
　金属イオンがほとんど溶出せず、酸化チタンは衛生的で
環境や人体にやさしい素材です。

　素地生地そのものは落ち着いた銀色で、優れた質感を有し
ています。
　さらに素材表面の光と色を制御して多彩な発色を実現し、
さまざまな製品や建築物に応じた色彩美や色調美を実現して
います。

ホテル・マルケス・ド・リスカル
（2004年竣工・スペイン）

絵画用基底材カラーチタンパネル
（2020 年 販 売 開 始・寺 田 倉 庫（株）の 画 材ラボ PIGMENT 
TOKYOとのコラボ）

空飛ぶいちごの王さま
(2021年サンリオ展・森貴也氏彫刻作品) 

日本製鉄の意匠性チタンTranTixxii®（トランティクシー）は、2021年度グッドデザイン賞※1に続き、金属素材と
して世界で初めてレッド・ドット・デザイン賞2022※2 を受賞する栄誉に輝きました。高比強度(軽くて強い)、
高耐久性(腐食に強い)、環境親和性(人や自然にやさしい)といったチタン固有の素材特性と、日本製鉄の独自
技術によって素材自体が放つ美しさ（色彩美・色調美）で、トランティクシーは世界のプロダクトデザインのサス
テナビリティ実現に貢献しています。今号ではトランティクシーの特徴と最新採用事例を紹介します。

時を超える素材

高比強度(軽くて強い)
CO2削減に寄与

高耐久性(腐食に強い)
錆びにくい100年超素材

環境親和性(人や自然にやさしい)
素材そのものが人や自然にやさしい

色彩美・色調美
多彩なバリエーション

トランティクシーの特徴
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日本の伝統美を次世代へ
科学への貢献

暮らしに彩りを添える

世界初のチタン製QRコード(※4)

大宮神社本殿・拝殿（熊本県山鹿市）

増上寺大殿屋根瓦全体と全景（東京都港区）

スペースLABOエントランスホール（福岡県北九州市）

壁面の意匠素材配置

亀山神社の屋根付き奉名板（広島県呉市）

システムキッチン化粧板

チタン製古式鬼面鬼板／個人邸屋根上（広島県安芸郡）

森貴也氏デザインタイプの飛沫防止アクリル板スタンド
JRセントラルビル・タワーズプラザ　加賀料理 名古屋浅田

格調高い屋根瓦を未来に引き継ぐ
　トランティクシーを屋根瓦に採用した浄土宗大本山増上寺大殿が、2021年
10月に竣工しました。施工面積は4,235平方メートル（約22トン、瓦約6万

枚分）で、チタン製屋根瓦の採用実績とし
ては過去最大です。これまで約500トン
の土瓦が使用されていましたが、チタン
瓦に置き換えることで、従来の約10分の
1に軽量化。耐震性の向上、高い耐食性
と意匠性の両立を実現し、従来の格調高
い屋根瓦の意匠を「時を超えて」未来に引
き継ぎます。

子どもたちの好奇心を育む
　2022年4月にオープンしたスペースLABO（北九州市科学館）のエントランスホール
にトランティクシーが採用されました。縦7メートル・横10.5メートルのチタン壁面
は、内装プロジェクトとして国内最大面積です。光の角度や見る位置によって色調が変
化するトランティクシーと、金属本来の風合いを表現するヘアライン調電気めっき鋼板
FeLuceⓇ（フェルーチェ）の異なる意匠性素材でパネル化し、そのパネルを高耐食性めっ
き鋼板スーパーダイマⓇが支えています。日本製鉄は素材提供を通じて、壁を見た子ど
もたちが科学に興味を持ち、明るい未来を切り拓くことに寄与していきます。

　スペースLABOの北側エントランスに、日本製鉄の
チタン製QRコードが設置されています。QRコードの
色は、鉄のまちを象徴する高炉の火をイメージし、チタ
ンが熱処理による酸化皮膜の成長で色を発する原理を
応用したデザインにしました。モバイル端末をかざすと
施設内の案内マップが表示される仕組みとなっています。 維持管理ニーズに応える

　第十二代景行天皇をお祀りしている大宮神社の本殿・拝殿屋根改修事業で、
トランティクシーの緑青仕上げ（アルミナブラスト＋緑発色）が採用されました。
約50年前に葺かれた銅葺き屋根では腐食による経年劣化や熊本地震被災によ
る雨漏りがあったため、今回の改修では耐食性に優れたチタンでの長期的な
メンテナンスコスト低減や人手不足解消など、伝統建築の維持管理ニーズに
も応えています。

きらびやかな装飾
　旧呉市総氏神である亀山神社の遷座130年記念令和の大修繕にあわせて
新設された奉名板の屋根材にトランティクシーが採用されました。屋根付き
奉名板の機能性ときらびやかな装飾の美しさを半永久的に持続できる点が
高く評価されました。

ハイグレードなシステムキッチン
　新築住宅のシステムキッチン化粧板にトランティクシーが日本で初めて採用
されました。システムキッチンの最高級ラインナップにおける特別仕様製品と
して、イオンプレーティングゴールドチタン（IPゴールド）を使用しています。
チタンは腐食に強いことに加え、金属イオンの溶出がほとんどないことから、安心・
安全なキッチン環境をつくります。またIPゴールドが金箔仕上げさながらの豪華さ、
荘厳さと美しさを表現しています。

屋根荷重の軽減で耐震性向上
　個人邸屋根改修工事で日本建築の特徴の1つである古式鬼面鬼板にトランティ
クシーが採用されました。チタン製古式鬼面鬼板の重さは1個当たり2キロで、
粘土製14キロに比べ7分の1と非常に軽くなります。屋根材も粘土瓦から
チタンに葺き替えたことで屋根荷重が約10トン軽減され、耐震性の向上が
図られています。

感染対策でも特別な時を演出する
　東洋ステンレス研磨工業（株）の意匠デザインブランドMAKO JAPANとの
コラボにより開発されたチタン製飛沫防止アクリル板スタンドにトランティク
シーが採用され、イナバインターナショナル（株）から発売されました。彫刻家・
森貴也氏デザインタイプは、料亭・名古屋浅田に使われ、店内の高級調度品
とマッチしているとの高い評価を受けています。

ゴルフ場を彷彿とさせる
　ゴルフスタジオ新築工事で民間スポーツ施設としてトランティクシーが初め
て採用され、建物の顔となる正面外観にアクセントを与えています。意匠外壁
としてND20＋緑発色が使われ、ゴルフ場を彷彿とさせるナチュラルグリーン
のデザインを実現しています。

FRIEND SEA golf studio（広島県広島市）

TranTixxiiコレクション

※4　QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標。

展示設計製作：トータルメディア・丹青社JV
撮影：ナカサ＆パートナーズ
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地域創生への貢献

海外への雄飛

環境
TranTixxii®-Ecoを開発
CO2発生量50％以上削減

JR西日本観光列車WEST EXPRESS銀河の内装と外観

JR九州観光列車ふたつ星4047（よんまるよんなな）

チタン製閉校記念品

差し色プレートcuddle（カドル）

WEST EXPRESS銀河のオマージュ家具
　JR西日本の観光列車WEST EXPRESS銀河をオマージュした家具のリビング
テーブルにトランティクシーが採用されました。このオマージュ家具は客室独
自のテーブル構造（雲形形状・パネル構造）をデザインのベースとして、トランティ
クシーの結晶模様（HYPERBETA表面仕上げ）をリビングテーブルの天板に採用。
WEST EXPRESS銀河が提供する鉄道旅の世界観に、結晶模様チタンの高級感を
加えた、オマージュ家具独自の新展開です。

中国　屋根材の環境負荷を低減
　2021年10月に竣工した揚子江国際会議センターの屋根材に、
日本製鉄のトランティクシーと日鉄ステンレス（株）の高耐食性フェ
ライト系ステンレス鋼薄板NSSC®220Mを使用した、三菱ケミ
カルインフラテック（株）のチタン複合板TCMが採用されました。
採用面積は4万7,000平方メートルで、使用量はチタン71トン、
ステンレス鋼130トンに及びました。
　TCMは表面のチタンの高い耐食性から塗装をする必要がな
く、メンテナンスの手間を省けると同時に、素材からの金属イ
オン溶出がほとんどなく、リサイクルも可能であるなど、環境
負荷を軽減できる素材です。2017年に竣工した江蘇大劇院の
7万3,000平方メートル（使用量はチタン85トン、ステンレス
鋼170トン）など中国国内での採用実績に加え、環境に配慮し
た最適なパネル設計の提案が高く評価されました。

美しい自然に映える
　ふたつ星4047は長崎県と佐賀県をめぐるJR九州の新たな観光列車で、2022
年9月23日の西九州新幹線開業に合わせて運行が開始されました。車体にあしらっ
た金色のラインにトランティクシーのIPゴールドが採用され、西九州の美しい自
然に映える車体デザインの実現に貢献しています。今後は鉄道車両のみならず、
航空機や船舶などのモビリティ全般の高級外装への普及・浸透も図っていきます。

タイ　技術先進性を表現する
　2022年3月に竣工したCCI社研究開発施設のエントランス
にトランティクシーが採用されました。タイにおける日本製鉄
チタン材の採用は今回が初めて。研究開発施設の顔となるエン
トランスは、企業のブランドイメージを構築する重要な場所で、
CCI社の技術先進性を表現するデザインの実現に寄与しています。

　日 本 製 鉄 は 純 チ タン で 世 界 初 と な る 環 境 配 慮 型 素 材
TranTixxii®-Eco（トランティクシーエコ）を開発し、（株）スノー
ピークへの供給を2022年6月から開始しました。スノーピーク
は約30年来にわたりトランティクシーを採用しており、今回
トランティクシーエコのコンセプトに共感し、開発段階から地
球温暖化の課題解決に向けた協議を重ね、商品化に至りました。
　チタンは耐食性に優れ長期使用に耐えることから、カーボン
ニュートラル実現に貢献する金属材料ですが、チタン鉱石から
金属チタンを精製する製錬工程で多くの電力を使用し、CO2が
排出されます。トランティクシーエコは、チタンインゴットの
原料としてチタンスクラップを50％以上添加することにより、
製錬工程においてCO2発生量50％以上の削減と省資源を実現。
今後、東日本製鉄所直江津地区で年間300トンの製造・供給体
制を構築します。

新たな地場製品ブランドづくり
　新潟県上越市発・新和メッキ工業（株）のチタン製品ブランドiroiroの差し色
プレートcuddle（カドル）にトランティクシーが採用されました。カドルはさま
ざまな用途で使用できるプレートで、宝飾品や腕時計、料理などの主役の魅力
を引き出し、美しく引き立てます。
　日本製鉄はトランティクシーを製造・供給する東日本製鉄所直江津地区を中心に、
地域創生への貢献活動の一環として、新潟県上越市のものづくり・観光などの
有志企業と連携し、トランティクシーを用いた新たな地場製品ブランドの研究
開発を応援しています。

思い出に残す
　新潟県上越市立古城小学校の閉校記念事業で、記念品にトランティクシーが採
用されました。古城小学校は東日本製鉄所直江津地区に隣接しており、工場見学
の受け入れなど長年良好な関係を継続してきましたが、市内小学校統廃合により
2021年度で閉校しました。閉校に先立って東日本製鉄所直江津地区では、これ
までの感謝の気持ちを込めて、総合学習の一環として5・6年生への出張授業と工
場見学の受け入れを行うとともに、しおりやキーホルダーとして使えるチタン製
記念品をプレゼントしました。

揚子江国際会議センター（中国江蘇省）

CCI社（タイ）エントランス装飾

チタンマグカップ　

チタン（TranTixxii®-Eco）
インゴット

オマージュ・リビングテーブル

ラグジュアリーな
  鉄道旅を楽しむ
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新規開発の特殊皮膜

めっき面の研削技術

薄膜樹脂コート

亜鉛ニッケル合金めっき

鋼板

FeLuceの主な特徴

2020年度グッドデザイン賞受賞 ～日本製鉄薄板製品として初受賞～
FeLuceは、素材の表面に塗料やフィルムなどを付加していく従来の手法ではなく、金属本来の素材感の美しさを活かすシンプル
な「ものづくり」に挑戦していること、プロダクトに要求される機能性を両立するとともに、エコで無駄のない商品に仕上げた
ことを、新たな発想と高い技術で実現した優れたデザインとして評価され、グッドデザイン賞を受賞しています。
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めっき表面のヘアラインの美しさと輝きを維持し、「金属の美」を際立たせて
います。

※ヘアライン加⼯は表面のみに実施。裏面側は亜鉛ニッケル合金めっき、⼀次防錆⽤⽪膜が存在します。

表面処理の⼀環として、既存の電気亜鉛めっき鋼板製造⼯程にてヘアライン加⼯をインラインで施しています。

※「FeLuce®（フェルーチェ）」のネーミングコンセプト：Fe（「鉄」の元素記号）＋Luce（イタリア語で「光」）
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FeLuce開発者に聞く

皮膜構成

製造設備（瀬戸内製鉄所広畑地区　電気亜鉛めっきライン）

新規開発の特殊皮膜

めっき面の研削技術

薄膜樹脂コート

亜鉛ニッケル合金めっき

鋼板

薄膜樹脂コート

亜鉛ニッケル合金めっき
ヘアライン模様加飾（※）

鋼板

表面処理技術
意匠性（金属感）と諸性能（耐指紋性・耐
薬品性など）を両立
意匠性：薄膜化必須⇔耐薬品性：厚膜が
有利
エナメルヘア抑制により良好な加工性を
実現

意匠性（金属感）と耐食性の両立
めっき種類の選定と3μm程度のめっき
厚に対する研削条件の確立

しなやかさとなめ
らかさを持つ鋼
板の加⼯性の良
さで、デザインの
自由度が高くなり
ます。

角筒絞り成形品
板厚：0.6mm
外径 R：3.75mm
絞り高さ：15mm

円筒絞り成形品
板厚：0.6mm
絞り比：2.1
絞り高さ：36mm

ヘミング曲げ成形品
板厚：0.6mm

成形加工（角筒絞り・円筒絞り・ヘミング曲げ）

皮膜構成・表面処理技術
上質かつ落ち着いたたたずまいのブラックと、豊かなリフレクションで空間
になじむシルバーのスタンダードな２色を⽤意しています。

イメージ（外観・製品）

ヘアライン調 電気めっき鋼板　
フェルーチェ
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会社概要　アクア株式会社

AQUA業務用洗濯機器HP

https://aqua-biz.net/
（コインランドリー運営のお問い合わせもこちらから）

明るく整理整頓が行き届いて
いる⼯場内と、スタッフの丁寧
な作業が印象的な現場。水を
大量に使⽤する製品であるた
め、微細なキズや隙間も許さ
れない。スタッフの高い溶接技
術と目視による溶接や組立、細
かい検査項目をもとに実施され
る品質検査などに支えられ、安
定した高品質製品をお客様に
ご提供できている。製品に光
を当てたときに、ヘアライン加
⼯が⼀番美しく見える横向きで
FeLuceを取り付けているのも、
こだわりの１つ。

創立 2012年1月5日

資本金 9,000万円

事業内容 AQUAブランドの業務用洗濯
機器や家庭用洗濯機・冷蔵庫な
どの家電製品の企画開発・販売

本社 東京都中央区日本橋堀留町
1丁目11番12号
JPR日本橋堀留ビル 3階

業務用洗濯機事業本部
プラットフォームグループ

ディレクター

結城 武成氏

業務用洗濯機事業本部
企画開発グループ

櫻本 晋平氏

業務用洗濯機事業本部
企画開発グループ
マネージャー

山本 正和氏

コインランドリーを
上質で居心地の良い空間に
AQUA  Superiorシリーズ

─ FeLuce

がSuperior

シ
リ
ー
ズ
に
採
用
さ
れ
た
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

櫻
本

本
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
上
質
で
居
心

地
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
設
計
と
い
う
面
を
重
要

視
し
て
い
ま
し
た
。
昨
今
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
利
用
者

増
加
に
と
も
な
い
、
店
舗
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
他
と
の
差
別
化
や
利
用
者
に
長
期
間
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
は
空
間
価
値
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

業
務
用
洗
濯
機
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
ス
テ
ン
レ

ス
や
メ
タ
リ
ッ
ク
調
の
柄
、
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
機
械
感
が
な
く
、
場
に
な
じ
む
よ
う
な
上
質
感

の
あ
る
素
材
が
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
御
社
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
の
あ
っ
たFeLuce

が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

山
本

最
初
に
切
板
だ
け
で
見
た
と
き
は
他
素
材
と
の
違
い

を
そ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
の
製
品
に
取
り
付
け
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
色
味

で
、
シ
ル
バ
ー
と
ブ
ラ
ッ
ク
の
上
品
な
質
感
が
ま
さ
に
当
社

が
狙
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
社
長
に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
は
良
い
！
」
と
一

発
Ｏ
Ｋ
。
２
カ
月
後
の
展
示
会
に
出
品
す
る
よ
う
に
と
言
わ

れ
、
怒
濤
の
勢
い
で
つ
く
り
込
み
ま
し
た
。
社
長
確
認
か
ら

約
半
年
でSuperior

シ
リ
ー
ズ
は
商
品
化
。
こ
の
異
例
の
速

さ
で
の
商
品
展
開
は
当
社
始
ま
っ
て
以
来
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

─
社
外
で
の
評
価
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

結
城

企
画
や
開
発
陣
の
頑
張
り
も
あ
り
、
何
と
か
今
年
の

2
月
3
～
5
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
展
示

会
で
社
外
へ
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
様

の
反
応
は
非
常
に
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
場
さ
れ
た
販
売

店
さ
ん
や
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
反
応
は
良
く
、
そ
の
場
で
契
約

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ど
大
好
評
。
他
社
の
商
品
と

は
違
う
、
私
た
ち
が
目
指
す
コ
ン
セ
プ
ト
が
十
分
に
伝
わ
る

製
品
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
常
に
品
質
最
優
先
、
お
客
様
に
新
た
な
価
値
を

提
供
で
き
る
も
の
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
利
用

く
だ
さ
る
多
く
の
お
客
様
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ

た
商
品
を
戦
略
的
に
創
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

櫻
本

今
回
の
商
品
化
に
際
し
て
、
短
期
間
の
な
か
、
細
か
い

要
望
に
も
対
応
し
、
御
社
は
予
想
以
上
の
高
精
度
の
素
材
に

仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
使
用
期

間
は
10
年
以
上
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
と
い
う
不
特
定
多
数
の

方
が
利
用
す
る
特
殊
な
環
境
の
な
か
で
素
材
や
製
品
が
ど
う

変
化
す
る
の
か
、
こ
こ
に
ま
だ
ま
だ
向
上
の
余
地
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
本

開
発
者
と
し
て
は
、
電
気
め
っ
き
鋼
板
に
金
属
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
性
を
付
与
で
き
る
表
面
処
理
技
術
の
高
さ

と
、そ
れ
を
工
業
的
に
管
理
し
て
安
定
供
給
で
き
る
実
装
力
・

実
現
力
の
高
さ
に
対
し
、
非
常
に
安
心
感
と
信
頼
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。今
後
も
御
社
に
は
ぜ
ひ
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
た
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
城

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
エ
コ
へ
の
関
心
も
高

ま
る
な
か
で
、FeLuce

の
環
境
性
は
製
品
の
付
加
価
値
を
高

め
て
い
ま
す
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
業
界
を
ど
う
進
化
さ
せ

て
い
く
か
、
利
便
性
が
高
く
居
心
地
の
良
い
店
づ
く
り
を
、

こ
のSuperior

こ
のSuperior

こ
の

シ
リ
ー
ズ
で
提
案
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
運
営
に
興
味
を
持
た
れ

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ア
ク
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
ぜ
ひ
本
誌
を
ご
覧
に

な
っ
た
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本製鉄のFeLuceを採用した AQUA（アクア（株）） のコインランドリー用機器
「Superior （スーペリア）シリーズ」が、2022年度グッドデザイン賞を受賞しました。
FeLuce採用の決め手や製品に対する思いなどを伺いました。
コインランドリースマイル本店（東京都目黒区）

入
り
や
す
く
快
適
な
場
所
に
。

FeLuce

の
素
材
感
が
マ
ッ
チ

製造現場である
湖南電機（株）に
お邪魔しました！
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新しいライフスタイルを演出する

インダストリアルデザイナー

米田 充彦氏

日本製鉄のプレコート鋼板ビューコート®は、冷蔵庫
や洗濯機、AV 機器、エアコン室外機など、さまざま
な家電・OA電子機器の筐体外装に使われてきました。
さらに来るべきカーボンニュートラル社会、ポストコ
ロナ時代に欠かせない製品の部材として、これからも
新しいライフスタイルを演出していきます。

環境性
VOCやCO2の排出抑制に貢献

耐食性
クロメートフリー皮膜が錆を防ぐ

機能性
多彩なラインアップ

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
製
品
の
見
栄

え
を
美
し
く
見
せ
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
も
っ

と
広
義
に
捉
え
て
い
ま
す
。
社
会
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、

次
の
時
代
は
ど
う
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

来
る
べ
き
社
会
を
描
い
て
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
し
、

そ
れ
を
世
に
問
う
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
社
会
の
仕
組

み
や
世
の
中
の
常
識
を
変
革
し
、
未
来
を
創
造
す

る
活
動
な
の
で
す
。

工
業
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
形
だ
け
で
な
く
、
色

（C
olor

）・
素
材（M

aterial

）・
仕
上
げ（Finish

）

と
い
っ
た
Ｃ
Ｍ
Ｆ
も
大
事
な
領
域
と
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し
、
量
産

化
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
素
材
が
い
い
の
か
、

な
け
れ
ば
新
し
い
素
材
を
開
発
す
る
こ
と
ま
で
提

案
し
ま
す
。

私
は
か
つ
て
イ
ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

家
電
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
う
え
で
、

素
材
に
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
や
塗
装
鋼
板
が
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
素
材
本
来
の
質
感

と
エ
コ
で
無
駄
の
な
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の

づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
電
気
亜
鉛
め
っ
き

自
体
に
防
錆
性
や
意
匠
性
を
付
与
で
き
れ
ば
、
素

材
の
質
感
を
活
か
し
た
、
そ
の
ま
ま
仕
上
げ
材
と

し
て
使
用
で
き
る
意
匠
性
鋼
板
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
当
時
、
私
の
理
想
と
す
る
鋼
板
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
こ
ん
な
鋼
板
が
で
き
る
の
は
日

本
製
鉄
く
ら
い
し
か
な
い
」と
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
研
究
開
発
の
方
々
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
がFeLuce

®

（
フ
ェ
ル
ー
チ
ェ
）開
発

の
き
っ
か
け
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
？
」と
相
談
す
る
と
、「
そ
れ
は
面
白
い
」と

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
製
品
と

し
て
誕
生
す
る
ま
で
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

で
も
、
こ
こ
ま
で
精
緻
な
も
の
づ
く
り
が
で
き
る

こ
と
に
本
当
に
驚
愕
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
製

鉄
の
す
べ
て
の
鉄
鋼
製
品
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

私
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品
に
使
わ
れ

て
き
た
日
本
製
鉄
の
ビ
ュ
ー
コ
ー
ト
に
つ
い
て
、

次
の
社
会
に
向
け
て
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る

デ
ザ
イ
ン
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
部
品
加
工
後
に
塗
装
す
る
の
で
は

な
く
、
塗
装
の
い
ら
な
い
ビ
ュ
ー
コ
ー
ト
を
使
い
、

エ
コ
と
機
能
を
両
立
し
た
も
の
づ
く
り
を
一
層
実

現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家

電
製
品
な
ど
の
筐
体
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
マ
イ

ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
テ
レ
ワ
ー
ク
ブ
ー
ス
な
ど
新

し
い
用
途
も
拡
大
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
先
の
お

客
様
が
未
来
を
想
像
し
や
す
い
よ
う
に
、
今
ま
で

の
暮
ら
し
や
社
会
よ
り
も
上
質
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
」と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
私
は
最
終
的
に「
コ
ト
か
ら
モ
ノ
へ
」に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、

結
局
モ
ノ
へ
と
落
と
し
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
の
社
会
を
具
現
化
し
て
い
く

の
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
技
術
力
の
あ
る
も

の
づ
く
り
企
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

未来社会をデザインするためには
精緻なものづくりが欠かせない

プロフィール　（よねだ・あつひこ）
1978年兵庫県生まれ。98年より(株)東芝デザインセンター、
2009年よりサムスン電子ジャパン(株)デザインチーム勤務。
16 年 ATSUHIKO YONEDA DESIGN を設立し、新しい
ビジネスを育てるインキュベーションやデザインコンサル
を行っている。

日本製鉄が提案するビューコート®使用例

ビューコートは鋼板表面にあらかじめ高機能な塗装を施した製品です。ビュー
コートを使用することで、家電メーカーなどは、組立加工するだけで最終製品を
完成させることができるようになります。また、ビューコートの使用は、メーカー
での塗装工程の省略による生産性の向上、および環境負荷物質であるVOC（揮発性
有機化合物）やCO2の排出抑制に貢献します。

ビューコートは塗装前の鋼板表面に亜鉛めっきを施しています。亜鉛は自ら先に
錆びる犠牲防食によって、鉄が錆びることを防ぎます。さらに亜鉛めっきの上には、
塗装密着性を向上させる目的で化成
処理を行っています。化成処理には
環境負荷物質であるクロメートを使
わないクロメートフリー皮膜を使用
しています。クロメートフリー皮膜
で覆われた亜鉛めっき鋼板の上に塗
装を行うことにより、優れた塗装密
着性と耐食性を実現しています。

日本製鉄は独自の塗膜設計によって、汚れを洗い落とせるセルフクリーニングタイプ、
ほこりの付着を防ぐ帯電防止タイプ、疵が目立たないゆず肌調、熱を逃す高吸熱
タイプなど、求める用途に合わせてさまざまな機能特性を持つビューコートを開発
しています。

特殊皮膜
腐食抑制剤
を含有

腐食因子
H2O O2

加工部・疵部

塗膜

②腐食抑制作用

鋼板

①腐食因子の遮断
③塗装
　密着性　密着性

亜鉛
めっき層

マイクロモビリティ EV用充電器 会議ブース

家庭用蓄電池

Interview
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黒色めっき層

ZAM®

一次防錆処理
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鋼板
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黒ZAM®の加工例（プレス（絞り）加工）
Ճྫ޻ʹࣔ͢ɺߜりՃ޻ͳͲͷ͍͠ݫՃ޻৚݅Ͱ΋
Λҡ࣋͠·͢ɻ؍֎৭ࠇ

黒ZAM®の構造

営業前（閉館時）演出照明（開館時）
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南
電
機
は
電
路
支
持
材
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
製
品
を
つ
く
り
、

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
電
路
支
持
材
と
は
電
気
ケ
ー

ブ
ル
を
安
全
確
実
に
、
効
率
良
く
配
線
す
る
た
め

の
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
電
線
の
通
路
で
す
。
商
業

施
設
や
工
場
、
倉
庫
、
立
体
駐
車
場
な
ど
の
天
井

の
な
い
施
設
で
電
気
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
と
き

に
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
法
と
し
て
、

電
線
を
大
量
に
敷
設
す
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ

ク（
梯
子
状
）と
、
少
量
の
電
線
を
敷
設
す
る
場
合

は
レ
ー
ス
ウ
ェ
イ（
樋
状
）が
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近

お
し
ゃ
れ
な
商
業
施
設
な
ど
で
天
井
を
施
工
し
な

い
魅
せ
る
ス
ケ
ル
ト
ン
天
井
が
増
え
て
い
ま
す
。

南
電
機
で
は
２
０
１
９
年
か
ら
黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
製
ケ
ー

ブ
ル
ラ
ッ
ク
・
レ
ー
ス
ウ
ェ
イ
の
製
造
・
販
売
を

開
始
し
、
順
調
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。
施
工
実
績
は
熊
本
城
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
、
京
都
四
条
河
原
町
の
商
業
施
設G

O
O

D
 

N
ATU

RE STATIO
N

、
大
阪
府
松
原
市
の
大

型
商
業
施
設
セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天あ

ま
み美
、
大
阪
大
学
工

学
部
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
東
京
銀
座
の
ア
ー
ト
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
美
術
館 G

IN
ZA

な
ど
１
０
０
件
を

超
え
ま
し
た
。

黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
は
意
匠
性
の
あ
る
艶
消
し
黒
色
で
、

空
間
演
出
効
果
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
特
長
で
す
。

ま
た
塗
装
工
程
を
省
略
で
き
る
こ
と
か
ら
製
造
時

や
施
工
時
の
C
O
2
排
出
を
低
減
で
き
る
と
と
も

に
、
ク
ロ
ム
フ
リ
ー
で
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
電

路
支
持
材
づ
く
り
が
可
能
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

電
路
支
持
材
は
こ
れ
ま
で
空
間
演
出
に
は
程
遠

い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
ア
ー
ト
思
考
で
黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
を
演
出
す
る
電
路
支
持

材
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

南
電
機
で
は
黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
製
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
に

黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
製
パ
ン
チ
ン
グ
メ
タ
ル（
開
孔
底
板
）を

弊
社
工
場
で
取
り
付
け
た
ア
ー
バ
ン
ラ
ッ
ク

™
を

開
発
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
性
の
向
上
、
軽
量
化
、

施
工
省
力
化
、
工
期
短
縮
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
、
通
気
性
の
確
保
に
よ
る
電
線
ケ
ー
ブ
ル
の

被
覆
劣
化
低
減
な
ど
、
付
加
価
値
を
高
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
意
匠
性
鋼
板FeLuce

®

（
フ
ェ
ル
ー
チ
ェ
）

を
使
用
し
た
レ
ー
ス
ウ
ェ
イ
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
次
世
代
の
高
意
匠
性
鋼
板
の
登
場
で
、

空
間
演
出
系
電
路
支
持
材
は
、
も
っ
と
も
っ
と
進

化
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
4
月
に
は
日
本
国
際
博
覧
会（
大

阪
・
関
西
万
博
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」で
す
。
南

電
機
も
大
阪
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
一
員
と
し
て
、

ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で「
お
も
ろ
い
製
品
」を
皆
様
に

お
届
け
し
、
未
来
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

εέϧτϯఱҪΛԋग़͢る
ັͤるి࿏ͮ͘ࡐ࣋ࢧΓ

ϓϩϑΟール　（おかざき・ひでお）
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Ͱ��೥ؒۈめɺௐୡۀ຿Λ௨͡鉄ͷ஌ࣝΛਂめΔɻ2000೥ೆి（ג）ػ
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アートアクアリウム美術館 GINZA（౦ژ౎தԝ۠）　
艶消しの墨色からなる黒ZAM®製レースウェイが、夜空のような天井に溶け込むとともに、光を反射しにくいことから防眩性も発揮しています。

GOOD NATURE STATION（ژ౎෎ژ౎ࢢ）　
黒ZAM®製ケーブルラックが魅せる電路支持材として優れた意匠性を発揮しています。

εύΠラルΤルボɺεύΠラル

ίーφーϐーε

09#۩ث

๷Րμンύー

Interview



21 季刊  　　 　　　　　　Vol.14季刊  　　季刊  　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　Vol.14 20季刊  　　 　　　　　　Vol.14季刊  　　季刊  　　季刊  　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　Vol.14季刊  　　
※  1ナノメートル（nm）：1メートルの10億分の1という長さを示す単位。髪の毛の太さの10万分の1に相当。

意匠性ステンレス鋼板
美しい輝きを放つ

　ステンレス鋼（Stainless Steel）とは、鉄にクロムを10.5％以
上加えた鉄合金です。クロムは大気中の酸素や水などと反応して、
表面に1～3ナノメートル※という非常に薄い不働態皮膜をつくり、
鋼を錆から守っています。不働態皮膜は加工中や使用中に破れ
ても、鋼中のクロムと大気中の酸素、水が反応して同じ皮膜を
瞬時に再生する自己修復機能を持っています。そのため長時間
安定して、鋼を錆から守るバリア機能を発揮します。

　ステンレスは錆びにくいことから、金属本来の質感や発色を
いつまでも美しく保つことができます。さらに表面を鏡のよう
にピカピカに磨き上げた鏡面仕上げ、細かな凹凸をつけたダル
仕上げ、きめ細かく磨き上げたバフ研磨仕上げ、透明感のある
美麗な着色を施したクリヤー塗装など、さまざまな表面加工
処理を行うことができ、製品や建築物の美観を高めています。
また日鉄ステンレスでは、防汚性、耐指紋性、撥水性などの
特性を付与することもできます。

　ステンレスはほぼ100％リサイクルが可能
です。使用済みとなったステンレス製品は、
スクラップとして回収されると、工場で溶か
すだけで何度でも新しいステンレス製品に生
まれ変わっています。
　日鉄ステンレスでは、ステンレス原料のう
ち、多くの割合で使用済みスクラップを利用
しています。廃棄物を出すことなく、限られ
た貴重な資源を再利用することで、SDGsの
目標達成（目標12「つくる責任 つかう責任」）
と持続的な社会の実現に貢献しています。

日鉄ステンレス（株）は、旧新日鐵住金特殊ステンレス事業の鋼板事業の一部、旧日新製鋼ステンレス事業の鋼板事業、
および旧新日鐵住金ステンレスが統合し誕生した会社です。各メーカーが長年培ってきた技術開発力を結集し、
ステンレスの素晴らしい特性である「錆びにくく美しい輝き」を活かした意匠性ステンレス鋼板を開発・製造し
ています。建築や輸送機器、厨房機器など、さまざまな用途で豊かな社会と快適な暮らしを演出するとともに、
環境に配慮したエコプロダクトとしてカーボンニュートラル社会の実現にも貢献していきます。

意匠性ステンレス鋼板の特性
耐食性　　　　　　　　　　  不働態皮膜が錆から守る

意匠性　　　　　　　　　　　  多彩な表面加工処理で美観を高める

環境性　　　　　　　　　　  100％リサイクルできるエコプロダクト

優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
世
界

を
目
指
す

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
は
意
匠
性
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
板
を
は
じ
め
と
し
た
優
れ
た
製
品
の
提
供

を
通
じ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
世

界
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
1
つ
目
の
テ
ー
マ

は
製
造
時
の
C
O
2
削
減
で
、
主
な
原
料
に

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
使
用
す
る
こ
と
で
高
い
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
誇
っ
て
お
り
、
す
で
に
資
源
循

環
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
。
2
つ
目
は

お
客
様
の
製
品
の
長
寿
命
化
に
よ
る
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
と
軽
量
化
に
よ
る

C
O
2
排
出
低
減
。
3
つ
目
は
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
用
途
拡
大
で
す
。
こ
の

３
つ
の
テ
ー
マ
を
推
進
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

品
種
連
携
を
深
化
さ
せ

建
材
用
途
の
可
能
性
を
広
げ
る

意
匠
性
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
は
身
近
な
厨
房

用
具
か
ら
建
材
ま
で
、
幅
広
い
用
途
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
意
匠
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
製
造
寸
法
の
拡
大
に
加
え
て
、
外

観
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
抗
菌
性
な
ど
世

の
中
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
特
性
を
付
与
し
て
、

用
途
拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
建
材
用
途
に
お

い
て
は
意
匠
性
チ
タ
ンTranTixxii ®

（
ト
ラ

ン
テ
ィ
ク
シ
ー
）や
意
匠
性
鋼
板FeLuce

®

（
フ
ェ
ル
ー
チ
ェ
）な
ど
と
品
種
連
携
を
深
化

さ
せ
、
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
活

か
し
て
、
意
匠
性
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

スクラップ

社会 製品

溶解

recycling

皮膜が
破れても… 瞬時に補修

ステンレス
素地

不働態皮膜
1～3nm

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）

商
品
開
発
部
薄
板
第
一
・
第
二
営
業
部

加
賀
祐
司
上
席
主
幹（
部
長
）

SUS304
BA仕上げ

SUS304
ダル仕上げ エンボス仕上げ

ステンレスの自己修復機能

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）  

営
業
本
部
薄
板
第
二
営
業
部

田
村

加
賀
祐
司
上
席
主
幹（
部
長
）

田
村
大
輔
室
長

エンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げエンボス仕上げ
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建築
光り輝くランドマーク

輸送機器
美しい外観を長く保つ

厨房用具
スタイリッシュで衛生的

GINZA SIX（東京都中央区）

福岡県弁護士会館
（福岡県福岡市）

MIHO美学院チャペル塔（滋賀県甲賀市）

　東京・銀座エリア最大の商業施設GINZA SIXに、約45トンの高級ステンレス
鋼板が使われています。遠くからでも建物を認識できる特徴的なひさし（2～13
階）に、NSSC®220Mを使用した三菱ケミカル（株）の樹脂複合パネルが採用され、
周囲からの光を幻想的に映し出しています。また外壁やエレベーターホールなど
の内外装にSUS304が使われ、銀座を行き来する人々を柔らかな表情で見守っ
ています。

　福岡県弁護士会館の外壁に高耐食NSSC®220M、内壁に美し
い白銀の輝きを持つNSSC®FW2が使われています。2種類の
特殊研磨仕上げのコントラストで伝統美の博多献上柄を抽象的
に表現し、市民に開かれた弁護士会館を演出しています。

　MIHO 美学院中等教育学校チャペル塔の外装パネルに、
SUS304が使われています。建築家I.M.ペイ氏が描き出したファ
サードは、世界最大規模の1枚18.5メートルに及ぶ長尺ステン
レスパネルで構成。特殊ビーズブラスト仕上げで、斬新なデザ
インの建築物を実現しています。

　プロ野球 2022年日本シリーズで日本一に輝いたオリック
ス・バファローズの本拠地・京セラドーム大阪の屋根材に
NSSC®220Mが使われています。宇宙船が舞い降りたイメージ
を表現し、外観はステンレスらしさを残しつつ防眩性に配慮した
ダル仕上げを採用しています。

　JR山手線をはじめとする通勤近郊型車両の外装材にSUS301Lが使われ
ています。車体軽量化による消費電力量（CO2排出）の削減、腐食しにくく
長期間輝きを失わないことから無塗装による脱溶剤化、優れたリサイクル
性など、環境に配慮した車両づくりに貢献しています。

　自動車ドアモールにSUS430J1Lが使われています。日鉄ステンレスの高
品質な素材を使用した、光沢のあるBA仕上げのステンレスドアモールが、
愛車のサイドビューに個性を加え高級感を演出しています。

　エスカレーターの欄干内側板や乗降
部床板、エレベーターの操作表示機器
にSUS304やSUS430J1Lが使われて
います。耐指紋性や防汚性に優れた表
面処理を施すことで、付着した指紋や
汚れが簡単なお手入れで落とせ、美し
い外観を長く保つことができます。

　洗足学園音楽大学シルバーマウンテンの外壁にSUS445J2が
使われています。三次元自由曲面からなる特徴的なボリューム
はステンレス板で覆われ、静

せいひつ

謐な輝きを放っています。アーティ
ストの卵たちの創造力を喚起し、キャンパスの魅力を高めてい
ます。

京セラドーム大阪（大阪府大阪市）

　スプーンやフォーク、鍋、キッチンなど厨房用品に SUS420、NSSC 
FW®シリーズ、SUS304などが使われています。ステンレスは見た目がスッ
キリしていてスタイリッシュ。水や熱に強く、優れた強度や耐食性を誇り、
汚れが落ちやすく手入れが簡単で衛生的なことから採用されています。

意匠性ステンレス鋼板コレクション

洗足学園音楽大学シルバーマウンテン（神奈川県川崎市）
© 洗足学園音楽大学
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日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト（
株
）は
、

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板

S
U
S
3
0
4
を
用
い
て
、
さ
ら
に
美
し
い

輝
き
や
色
彩
を
与
え
た
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼

板
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
素
材
の
限
り
な
い

可
能
性
を
追
求
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板

の
も
の
づ
く
り
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

夢
と
感
動
を
与
え
る
製
品
の
開
発

夢
と
感
動
を
与
え
る
製
品
の
開
発

─
─
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
は
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

金
子
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
は

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
は
1
9
6
1

年
の
創
業
以
来
、
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
の
供

給
を
通
じ
て
豊
か
な
社
会
と
快
適
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
業
界
シ
ェ

ア
50
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
用
途
の
6
割

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
昇
降

機
で
、
国
内
メ
ー
カ
ー
全
社
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
建
材
、
店
舗
・
住
設
機
器
、
厨

房
機
器
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
の
魅
力
は
高
級
感
に

あ
り
ま
す
。
塗
装
、
め
っ
き
や
他
素
材
で
は
得

ら
れ
な
い
メ
タ
ル
の
質
感
を
持
た
せ
な
が
ら
、

ど
う
や
っ
て
高
級
感
を
表
現
す
る
か
を
ず
っ
と

追
求
し
て
き
ま
し
た
。

─
─
ど
の
よ
う
な
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

安
藤
3
つ
の
コ
ア
技
術
を
ベ
ー
ス
に
多
種
多

様
な
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
を
つ
く
り
出
し
て

い
ま
す
。
第
1
は
表
面
仕
上
げ
で
す
。
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
の
表
面
に
研
磨
加
工
を
施
し
て
、
光

沢
や
陰
影
を
表
現
し
ま
す
。
あ
る
い
は
エ
ッ
チ

ン
グ
で
微
細
な
凹
凸
を
付
け
て
質
感
を
表
現
し

て
い
ま
す
。
エ
ッ
チ
ン
グ
は
標
準
柄
が
約
60
種

類
あ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
柄
も
製
作
し
て
い

ま
す
。
輝
き
方
は
模
様
の
付
け
方
で
異
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
ア
ー
ト
の
世
界
で
す
。

第
2
の
コ
ア
技
術
は
色
彩
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

2
種
類
の
製
品
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
が
化
学
発

色
法
を
用
い
た
フ
ァ
イ
ン
カ
ラ
ー
で
す
。
ク
ロ

ム
酸
と
硫
酸
の
混
合
溶
液
に
浸
し
て
、
透
明
な

酸
化
皮
膜
を
薄
く
成
長
さ
せ
ま
す
。
膜
の
厚
み

に
よ
っ
て
、
光
が
反
射
す
る
と
き
、
あ
る
特
定

の
色
だ
け
が
強
く
見
え
る
光
の
干
渉
現
象
が
生

じ
ま
す
。
表
面
仕
上
げ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
風
合
い
の
あ
る
彩
色
が
可
能
で
、
樹
脂
や
塗

料
の
よ
う
に
紫
外
線
に
よ
る
変
色
が
な
く
、
耐

食
性
も
良
好
で
す
。

も
う
1
つ
は
真
空
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
法
を
用

い
た
ノ
イ
エ
ス
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
の
表

面
に
窒
化
チ
タ
ン
の
膜
を
薄
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
て
色
を
つ
け
て
い
ま
す
。
膜
の
構
成
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
、
ゴ
ー
ル
ド
、

オ
ー
シ
ャ
ン
ネ
イ
ビ
ー
な
ど
、
鮮
や
か
な
13
色

が
出
せ
ま
す
。
窒
化
チ
タ
ン
の
膜
は
安
定
で
紫

外
線
に
よ
る
変
色
が
な
く
、
耐
疵
付
き
性
も
良

好
で
す
。

第
3
の
コ
ア
技
術
は
機
能
性
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
は
目
立
つ
と
こ
ろ
、

手
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
す
。
指
紋
な

ど
の
汚
れ
が
付
く
と
目
立
つ
た
め
、
フ
ァ
イ
ン

ガ
ー
ド
3
と
い
う
耐
指
紋
・
耐
汚
染
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
発
し
ま
し
た
。
親
水
性
の
あ
る
透
明

な
ガ
ラ
ス
質
の
膜
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
汚
れ
を
水
で
浮
き
上
が
ら
せ
て
簡

単
に
ふ
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

─
─
色
調
の
発
想
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

鎌
田
こ
れ
ま
で
は
お
客
様
の
要
望
に
応
え
て

デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
設
計
者
と
と
も
に
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
つ
く
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
形
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
色
調
の
流
行
り
廃
り
は
周
期

的
に
や
っ
て
き
ま
す
。
鮮
や
か
な
も
の
が
流
行

る
と
き
も
あ
れ
ば
、
シ
ッ
ク
な
も
の
が
流
行
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
設
計
者
と

積
極
的
に
議
論
を
交
わ
し
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、

黒
で
も
も
っ
と
黒
い
も
の
を
と
い
う
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
の
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

品
で
最
も
黒
い
B
L
A
C
K
96
の
開
発
に
至
り

ま
し
た
。

─
─
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

金
子
ま
だ
ス
テ
ン
レ
ス
の
可
能
性
を
す
べ
て

引
き
出
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
鉄
ス
テ
ン
レ

ス
ア
ー
ト
の
使
命
は
汎
用
材
を
使
い
な
が
ら
、

ど
う
や
っ
て
価
値
を
高
め
る
か
で
す
。
環
境
面

で
ス
テ
ン
レ
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
性
に
優
れ
て
い

ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
材
料
で
す
。
製
品
も

ま
た
長
寿
命
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
す
。
そ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
常
に
技

術
を
高
め
、
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
挑
戦
し
、

夢
と
感
動
を
与
え
る
製
品
の
開
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

日鉄ステンレスアート（株）

金子 渡
代表取締役社長

日鉄ステンレスアート（株）

鎌田 収
常務取締役

日鉄ステンレスアート（株）

安藤 敦司
取締役（工学博士）

単
に
ふ
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
ま
す
。

一
品
一
品
に
想
い
を
込
め
て

ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
を
極
め
る

クラフトマンシップ　素材の限りない可能性を追求クラフトマンシップ　素材の限りない可能性を追求輝きや色彩の美しさで高級感を演出輝きや色彩の美しさで高級感を演出

❶ カラー発色槽に一定時間浸漬したファインカラーの色調を確認。　❷ 均一な光沢を出すため、ステンレス鋼板を研磨。
❸ ステンレス鋼板に高精細な図柄を転写するフィルム画像の出来上がりを確認。　❹ファインガード3をコーティングした外観を確認。
工業製品でありながら、一人ひとりの技術や感性がステンレス意匠鋼板に宿っています。

アンティークバイブ＋ノイエス・
ブロンズ＋ファインガード3がエレベーター
の扉、枠、操作パネルなどに採用。

ヘアライン＋ノイエス・
モスグリーン＋ファインガード3が食品
テーブルカウンター、食品棚、収納扉に採用。

ヘアライン＋ブラックステンレス
BLACK96がキッチンの面材、レンジフード、
戸棚に採用。

東京ミッドタウン日比谷
（東京都千代田区）

クリスプ・サラダワークス
六本木ヒルズ店（東京都港区）
阪急三番街店（大阪府大阪市）

個人邸キッチン
1234



特別企画　技術対談

◉ プロフィール　いのうえ・はるお
1947年滋賀県生まれ。69年東京大学工学部工業化学科卒業、72年同大学大学院工学系研究科修了

（82年、博士号取得）。91年、東京都立大学教授。研究テーマは光化学、化学反応エネルギー共役、
光機能材料、人工光合成。05年から首都大学東京教授、都市環境科学研究科長、国際センター長、
人工光合成研究センター長、米国フロリダ大学客員教授、東北大学客員教授などを歴任。CREST「水
を電子源とする人工光合成システムの構築」研究代表者や、JSTさきがけ「光エネルギーと物質変換」
領域研究総括、科研費新学術領域「人工光合成」領域代表など、オールジャパンで進める大規模研究
を主導する。12年首都大学東京特任教授、18年首都大学東京特別先導教授を経て、現在東京都立
大学名誉教授。受賞歴は、光化学協会賞、向井賞、日本化学フェロー、ポーターメダル（日本人で
5人目）など。著書（監修）に『夢の新エネルギー「人工光合成」とは何か』（講談社）など。

植
物
の
光
合
成
の
仕
組
み
に
学
び
、
地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽
光
と
水
を
原
料

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
有
用
物
質
を
生
み
出
す「
人
工
光
合
成
」。
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
有
望
技
術
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
こ
の
研
究
領
域
に
お
い

て
、
日
本
は
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
技
術
対
談
は
、
人
工
光
合
成
研
究
の
第
一
人
者
・
東
京
都
立
大
学

名
誉
教
授
の
井
上
晴
夫
氏
を
お
迎
え
し
、
研
究
の
進
捗
と
、
2
0
5
0
年
に

向
け
て
人
工
光
合
成
を
社
会
実
装
す
る
た
め
の
課
題
を
伺
う
と
と
も
に
、
多

角
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
日
本
製
鉄

へ
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
と
知
恵
で

有
用
物
質
を
つ
く
る
人
工
光
合
成

福
田

今
年
は
、「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

に
向
け
た
有
望
技
術
の
一
つ
と
し
て
目
さ
れ
る「
人
工
光
合

成
」の
研
究
に
長
年
携
わ
れ
て
こ
ら
れ
た
、
東
京
都
立
大
学

名
誉
教
授
の
井
上
晴
夫
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
本
日

は
、
人
工
光
合
成
と
は
何
か
？
と
い
う
基
本
的
な
問
い
か

ら
、
研
究
の
進
捗
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
対
談
前
に
日
本
製
鉄
の
製
鉄
・

研
究
開
発
の
現
場
を
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
感
想

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、人
工
光
合
成
と
は
ど
の
よ
う
な
技
術
な
の
か
、

ま
ず
初
め
に
、人
工
光
合
成
と
は
ど
の
よ
う
な
技
術
な
の
か
、

植
物
の
光
合
成
と
の
違
い
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

植
物
の
光
合
成
と
の
違
い
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

井
上

自
然
の
光
合
成
は
、植
物
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

自
然
の
光
合
成
は
、植
物
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

て
C
O
2
と
水
か
ら
有
機
物（
で
ん
ぷ
ん
）と
酸
素
を
生
み
出

と
水
か
ら
有
機
物（
で
ん
ぷ
ん
）と
酸
素
を
生
み
出

す
反
応
で
す
。
人
工
光
合
成
で
は
、
太
陽
光
の
多
く
を
占

す
反
応
で
す
。
人
工
光
合
成
で
は
、
太
陽
光
の
多
く
を
占

め
る
可
視
光
で
、
水
を
原
料
に
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
化
学
エ

め
る
可
視
光
で
、
水
を
原
料
に
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
化
学
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
役
立
つ
物
質（
水
素
、
過
酸
化
水
素
、

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
役
立
つ
物
質（
水
素
、
過
酸
化
水
素
、

オ
レ
フ
ィ
ン
な
ど
）を
つ
く
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

オ
レ
フ
ィ
ン
な
ど
）を
つ
く
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

変
換
に
は
物
質
反
応
を
促
す
触
媒
が
活
用
さ
れ
ま
す（

変
換
に
は
物
質
反
応
を
促
す
触
媒
が
活
用
さ
れ
ま
す（
図
1
）。

福
田

近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
力
技
術
と
し

近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
力
技
術
と
し

て
太
陽
電
池
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
太
陽
光
を

て
太
陽
電
池
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
太
陽
光
を

使
う
人
工
光
合
成
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

使
う
人
工
光
合
成
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上

光
を
当
て
る
と
物
質
か
ら
電
子（
マ
イ
ナ
ス
）が
放

光
を
当
て
る
と
物
質
か
ら
電
子（
マ
イ
ナ
ス
）が
放

出
さ
れ
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
分
か
れ
る
と
こ
ろ
は
同
じ

出
さ
れ
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
分
か
れ
る
と
こ
ろ
は
同
じ

で
す
。
太
陽
電
池
は
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
を
吸

で
す
。
太
陽
電
池
は
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
を
吸

収
し
、
放
出
さ
れ
た
電
子
が
元
に
戻
る
と
き
の
落
差
を
電

収
し
、
放
出
さ
れ
た
電
子
が
元
に
戻
る
と
き
の
落
差
を
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
外
に
取
り
出
し
ま
す
。
外
に
エ
ネ

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
外
に
取
り
出
し
ま
す
。
外
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
出
し
た
あ
と
電
子
は
元
に
戻
る
の
で
、
物
質
自

ル
ギ
ー
を
出
し
た
あ
と
電
子
は
元
に
戻
る
の
で
、
物
質
自

体
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

体
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。一

方
、
人
工
光
合
成
は
、
プ
ラ
ス

と
マ
イ
ナ
ス
に
分
か
れ
た
あ
と
、
電

子
が
元
の
軌
道
に
戻
れ
ば
太
陽
電
池

と
同
じ
な
の
で
す
が
元
に
戻
さ
ず
、

そ
れ
を
使
っ
て
水
素
な
ど
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
物
質
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し

て
プ
ラ
ス
は
水
か
ら
電
子
を
奪
い
、

酸
素
や
過
酸
化
水
素
を
つ
く
り
ま
す

（
図
2
）。

福
田

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
分
け

る
と
普
通
は
す
ぐ
に
元
に
戻
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
戻
さ
な
い
よ

う
に
電
荷
分
離
で
う
ま
く
分
け
る
の

が
人
工
光
合
成
の
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

ま
す
ね
。

井
上

そ
う
で
す
。
も
う
一
つ
の
違

い
は
、
太
陽
電
池
は
空
間
的
に
離
し

た
電
子
が
1
個
あ
れ
ば
い
い
。
そ
こ

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
て
元

に
戻
し
ま
す
。
人
工
光
合
成
は
電
子

を
1
個
取
り
出
し
た
だ
け
で
は
水
素

分
子（
H2
）が
で
き
な
い
の
で
電
子
が

2
個
必
要
で
す
。
そ
し
て
取
り
出
し

た
そ
の
電
子
を
使
っ
て
水
素
を
出
す

の
で
あ
れ
ば
白
金
触
媒
、
メ
タ
ン
で

あ
れ
ば
銅
触
媒
な
ど
と
、
電
子
を
戻

さ
ず
物
質
に
変
換
す
る
の
が
触
媒
化

学
で
す
。
残
っ
た
プ
ラ
ス
は
水
か
ら

電
子
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
で
酸
素
や
過
酸
化
水
素
を

生
成
さ
せ
る
の
に
も
触
媒
が
必
要
で
、

化
学
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授

井
上
晴
夫
氏

日
本
製
鉄(

株)  

副
社
長
執
行
役
員

福
田
和
久

図2  太陽電池と人工光合成の違い 図1  自然の光合成と人工光合成の違い 資源エネルギー庁ホームページ掲載図をもとに作成
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電
気
エ
ネ
ル
ギ
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太
陽
の
恵
み
を
活
か
し
て

地
球
と
共
存
す
る
夢
の
技
術
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人
工
光
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成
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社
会
実
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目
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特別企画　技術対談

教
科
書
に
は
な
い
世
界
へ
の
興
味
か
ら

光
化
学
研
究
の
道
を
選
ぶ

福
田

先
生
が
研
究
者
を
目
指
さ
れ
、
光
化
学
、
な
か
で

も
人
工
光
合
成
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

井
上

研
究
へ
の
興
味
と
い
う
点
で
は
、
中
学
1
年
生
の

理
科
の
真
空
状
態
を
見
る「
ト
リ
チ
ェ
リ
ー
の
実
験
」（
※
1
）で
、

当
時
の
先
生
に
真
空
部
分
の
ガ
ラ
ス
が
ど
う
し
て
割
れ
な

い
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
回
答
に
困
っ
て
怒
り

出
し
た
。
そ
の
と
き
に
教
科
書
的
な
説
明
よ
り
も
実
際
の

自
然
現
象
は
も
っ
と
深
い
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象

を
受
け
た
の
が
最
初
で
す
。
も
う
一
つ
よ
く
覚
え
て
い
る

の
は
、
高
校
2
年
生
の
物
理
の
授
業
で
振
り
子
の
実
験
を

し
た
と
き
で
す
。
教
科
書
ど
お
り
直
線
の
単
振
動
で
の
長

さ
・
周
期
を
測
っ
た
も
の
の
、
手
を
離
す
と
必
ず
楕
円
運

動
に
な
る
。
そ
こ
で
楕
円
運
動
に
つ
い
て
長
文
レ
ポ
ー
ト

を
書
い
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
百
点
満
点
で
1
2
0
点
を

も
ら
っ
た
。
考
察
し
て
答
え
を
求
め
る
楽
し
さ
を
味
わ
い

ま
し
た
。

福
田

そ
う
し
た
高
校
生
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う

知
的
好
奇
心
が
原
動
力
で
す
ね
。
光
化
学
を
専
攻
さ
れ
た

の
に
は
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

井
上

工
業
物
理
化
学
の
大
家
で
あ
る
牧
島
象
二
先
生
が
、

「
熱
力
学
は
出
来
上
が
っ
た
学
問
で
、
発
展
は
な
い
」と
言

わ
れ
、
衝
撃
で
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
1
9
6
0
年

代
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
世
界
的
に
発
展
す

る
段
階
に
あ
っ
た「
光
化
学
」に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
大

学
の
卒
業
論
文
は
銅
触
媒
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
修
士
課

程
に
入
っ
た
ら
光
化
学
を
専
攻
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

井
上

私
は「
3
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
1
つ
目
が「
本
多
・
藤
嶋
効
果
」で
す
。
2
つ
目
は
、
金

属
錯
体（
ル
テ
ニ
ウ
ム
）で
電
子
を
4
つ
取
っ
て
水
に
さ
ら
す

と
酸
素
が
出
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
で
の
82
年
の
発
見
で
す
。

当
時
は
電
気
分
解
以
外
で
水
を
化
学
的
に
酸
化
で
き
る
と
は

誰
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
83
年
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
=マ
リ
ー
・
レ
ー

ン
氏
が
金
属
錯
体（
レ
ニ
ウ
ム
）に
光
を
当
て
る
と
C
O
2
が

C
O
に
変
換
さ
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
3
つ

目
で
す
。
約
10
年
間
で
3
つ
の
画
期
的
な
研
究
成
果
が
出
た

ん
で
す
。
こ
れ
で
解
決
で
き
る
と
思
い
き
や
、
そ
の
後
は
小

康
状
態
が
続
き
、
近
年
に
な
っ
て
再
び
い
ろ
い
ろ
な
成
果
が

生
ま
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。

福
田

現
在
、
生
物
化
学
や
金
属
錯
体
の
分
子
触
媒
、
半

導
体
光
触
媒
な
ど
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
分
子

触
媒
の
難
し
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

井
上

光
を
当
て
て
電
子
と
プ
ラ
ス
に
分
け
て
も
ナ
ノ
秒

（
1
秒
の
10
億
分
の
1
）程
度
で
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

触
媒
で
電
子
を
う
ま
く
貯
め
て
反
応
さ
せ
る
に
は
ミ
リ
秒

（
1
秒
の
1
0
0
0
分
の
１
）程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
光
を
水
滴
に
例
え
る
と
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
な
ら

水
滴
が
豊
富
に
当
た
り
ま
す
が
、
太
陽
光
は
雪
が
ち
ら
ち

ら
降
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
一
つ
の
光
子
が
当
た
っ
て
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
分
か
れ
た
の
ち
、
次
の
光
子
が
当
た
る

の
は
約
0.2
秒
後
で
す
。
水
か
ら
酸
素
を
取
り
出
す
に
は
4

つ
電
子
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
4
電
子
酸
化
生
成
物
）

の
で
、
一
つ
ず
つ
取
り
出
す
と
0.2
秒
×
3
と
分
子
の
時
間
ス

ケ
ー
ル
に
比
べ
て
極
め
て
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

福
田

自
然
現
象
に
お
け
る
化
学
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
な
が

ら
触
媒
反
応
や
反
応
時
間
を
う
ま
く
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
光
が
そ

ん
な
に
密
度
が
低
い
と
は
驚
き
で
す
。

井
上

私
は
こ
れ
を「
光
子
束
密
度
問
題
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

1
光
子
だ
け
で
次
の
光
子
を
待
た
ず
に
反
応
さ
せ
る
機
構

を
検
討
し
、
過
酸
化
水
素（
2
電
子
酸
化
生
成
物
）を
生
む

構
想
を
立
て
、
10
年
間
続
け
た
一
連
の
研
究
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
や
シ
リ
コ
ン
を
中
心
元
素
と
す
る
金
属
錯
体
を
つ
く
り
、

1
光
子
で
水
か
ら
過
酸
化
水
素
を
生
成
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
現
在
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
明
ら
か
に
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
あ
と
15
年
も
あ
れ
ば
人
工
光
合
成
は
分
子

触
媒
で
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
田

光
子
1
個
だ
け
で
あ
れ
ば
光
子
束
密
度
問
題
は
回

避
で
き
ま
す
ね
。
多
種
多
様
な
触
媒
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
進
展
が
楽
し
み
で
す
。

井
上

何
年
後
に
ど
の
国
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
発
表

を
す
る
の
か
。
面
白
い
報
告
が
出
た
ら
そ
の
周
辺
領
域
で

場
当
た
り
的
に
実
験
す
る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
か

ら
新
た
な
発
見
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

福
田
1
9
8
5
年
に
構
想
を
立
て
て
光
子
束
密
度
問
題

に
取
り
組
み
、
過
酸
化
水
素
の
生
成
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
変
長
い
道
の
り
に
思
え
ま
す
。
先
生
は
ど
の
よ
う
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
さ
れ
た
の
で
す
か
。

井
上

化
学
産
業
技
術
の
3
分
の
1
は
酸
化
反
応
で
す
。

当
時
、
エ
ポ
キ
シ
化
学
反
応（
酸
化
反
応
）を
見
つ
け
て
そ

の
反
応
機
構
も
明
ら
か
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ビ
デ
ン
ス

も
あ
っ
た
の
で
、
光
子
束
密
度
問
題
も
必
ず
水
の
酸
化
生

成
物
で
解
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

福
田

場
当
た
り
的
で
は
な
く
、
経
験
値
か
ら
き
ち
ん
と

道
筋
が
見
え
、
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
結
果
と
言

え
ま
す
ね
。

井
上

数
学
に
卓
越
し
て
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を
も
ら
う
ぐ
ら

い
の
高
校
の
同
級
生
は
、「
答
え
が
パ
ッ
と
見
え
て
、
答
え

が
見
え
る
と
証
明
で
き
る
」と
。
私
は
そ
ん
な
感
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
道
を
ず
っ
と
行
け
ば
奈
落
の
底
に
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

福
田

学
内
に
教
え
る
先
生
も
研
究
室
も
な
い
と
き
で
す
よ

ね
。
そ
の
こ
ろ
は
高
分
子
の
研
究
が
盛
ん
で
、
窒
素
錯
体
な

ど
華
々
し
い
最
先
端
領
域
の
研
究
が
多
く
、
世
界
的
に
見
て

も
、
光
化
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
少
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
は
教
科
書
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、

化
学
実
験
用
の
機
器
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
上

当
時
は
可
視
光
で
は
な
く
紫
外
線
の
光
化
学
が
中

心
で
し
た
が
、
実
験
に
使
う
水
銀
ラ
ン
プ
が
な
い
の
で
ガ

ラ
ス
製
作
会
社
の
方
に
相
談
し
て
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
考
え
る
と
、
よ
く
あ
ん
な
実
験
を
し
た
な
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

福
田

企
業
の
研
究
員
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

井
上

修
士
課
程
の
と
き
に
大
手
化
学
会
社
の
奨
学
金
を

い
た
だ
き
、
す
で
に
学
生
結
婚
し
て
い
て
収
入
も
必
要
だ
っ

た
の
で
そ
の
ま
ま
そ
の
会
社
に
就
職
す
る
流
れ
で
し
た
が
、

博
士
課
程
に
進
み
た
い
気
持
ち
も
強
か
っ
た
。
そ
ん
な
と

き
に
東
京
都
立
大
学
に
移
ら
れ
た
恩
師
か
ら
誘
わ
れ
、
企

業
の
方
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
恩
師
の
助
手
と

し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ら
ち
ら
と
降
り
注
ぐ
太
陽
光
に

反
応
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

福
田

人
工
光
合
成
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、

1
9
6
7
年
に
発
見
さ
れ
72
年
に
公
表
さ
れ
た
、
水
中
の

半
導
体（
二
酸
化
チ
タ
ン
）に
紫
外
光
を
当
て
て
水
素
と
酸

素
を
出
す「
本
多
・
藤
嶋
効
果
」で
す
。
国
際
的
な
総
合
学

術
雑
誌『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』に
掲
載
さ
れ
世
界
的
に
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
き
た

の
で
す
か
。

※1  トリチェリーの実験：1643年にイタリアのエバンジェリスタ・トリチェリーが行った、ガラス管と水銀を使って真空と大気圧を示す実験。

高校時代化学反応の瞬間を見るレーザーフラッシュフォトリシス実験 修士論文の発表会　光化学研究の開始分子触媒による人工光合成の実験風景
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特別企画　技術対談

鉄
づ
く
り
を
基
軸
と
す
る

日
本
製
鉄
の
幅
広
い
研
究
領
域
を
紹
介

福
田

本
日
は
こ
の
対
談
の
前
に
、
製
鉄
所
と
研
究
所
を

ご
見
学
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
研
究
開
発
の
成
功
事
例
も

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
上
こ
れ
ま
で
化
学
製
品
の
製
造
現
場
を
見
る
機
会
は

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
製
鉄
現
場
を
見
る
の
は
初
め
て
で
、

熱
延
工
場
は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
研
究
部
門
で
は
、約
8
0
0
人
の
研
究
者
が
冶
金
、化
学
、

電
気
な
ど
幅
広
い
技
術
領
域
で
挑
戦
し
続
け
て
い
る
姿
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
鉄
だ
け
で
は
な
い〝
総
合
科
学
技
術

集
団
〟と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
し
か
も
鋼
材
の
加
工

方
法
ま
で
踏
み
込
ん
で
開
発
製
品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
っ

て
い
る
。
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

福
田

光
合
成
に
近
い
研
究
開
発
で
は
、
製
鉄
副
産
物
の

有
効
活
用
法
の
一
つ
と
し
て
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
利
用
し
た

藻
場
造
成
に
よ
る
ブ
ル
―
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
研
究
所
で
ラ
ボ
実
験
設
備「
シ
ー
ラ
ボ
」を

ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

井
上
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。
磯
焼
け
修
復
の
経
時

変
化
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
半
年
～

1
年
の
変
化
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
た
だ
し
光
合
成
で
見

る
と
、
海
は
水
深
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
光
が
当
た
ら

な
い
。
海
と
陸
の
光
合
成
量
を
面
積
あ
た
り
で
比
較
す
る

と
海
は
陸
の
約
5
分
の
1
ぐ
ら
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

C
O
2
の
吸
収
量
を
高
め
る
に
は
相
当
な
面
積
が
必
要
で
す
ね
。

福
田

日
本
製
鉄
で
は
現
在
、（
国
研
）新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
N
E
D
O
）の
委
託
事
業
と
し

て
、
臨
海
製
鉄
所
の
地
の
利
を
活
か
し
、
海
藻
を
生
産
し

て
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
で
炭
素
源
と
し
て
利
用
す
る
マ
リ
ン
バ

イ
オ
マ
ス
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
制
御
や
ゲ
ノ
ム
編
集
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

マ
リ
ン
バ
イ
オ
マ
ス
の
大
量
・
安
定
生
産
技
術
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
研
究
所
に
大
型
水
槽
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
入
れ
た
藻
類
で
C
O
2

を
吸
収
さ
せ
る
技
術
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に
は
実
用
化
を
視
野
に
入

れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
規
模
の
試
験
設
備
を
つ
く
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
C
O
2

の
吸
収
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

相
当
の
面
積
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
実
用
化
に
向
け

て
は
、
そ
の
点
も
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

純
粋
な
気
持
ち
で
研
究
に
取
り
組
み

若
い
世
代
に
は
勇
気
を
与
え
る

福
田

先
生
が
研
究
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
、
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

井
上

ま
ず
、
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

興
味
を
持
つ
好
奇
心
が
大
切
で
す
。
私
は
散
歩
し
て
い
る

と
き
や
大
学
院
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
る
と
き
に
、

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
共
通
し
て

い
る
の
は
集
中
し
て
い
る
と
き
で
す
。
ま
た
、
学
会
の
聴

講
時
は
、
1
0
0
％
そ
の
話
を
聴
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、

聴
き
な
が
ら
私
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
な
ど
、
自
分
の
研
究

の
こ
と
を
考
え
る
の
が
癖
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

福
田
〝
自
分
だ
っ
た
ら
〟と
考
え
る
の
は
、
前
提
と
し
て

話
を
真
剣
に
聴
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
企

業
も
基
本
的
に
同
じ
で
、
研
究
者
は
自
分
の
研
究
が
好
き

で
す
し
、
オ
フ
の
と
き
も
、
常
に
自
分
の
研
究
の
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
で

な
け
れ
ば
ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

先
生
は
2
0
1
8
年
に
光
化
学
分
野
に
お
け
る
最
も
権

威
あ
る
賞
で
あ
る「
ポ
ー
タ
ー
メ
ダ
ル
」（
※
2
）を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
テ
ー
マ
の「
化
学
反
応
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
流
れ
に
関
す
る
研
究
」も
、
そ
う
し
た
な
か
で
生
ま
れ
た

成
果
で
す
ね
。

井
上
そ
う
で
す
ね
。
私
は
30
代
か
ら
、
水
素
結
合
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
的
に
伝
え
て
反
応
を
起
こ
せ
な
い
か
と

い
う
荒
唐
無
稽
な
研
究
を
や
り
始
め
、
そ
れ
な
り
に
論
文

も
出
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
由
に
研
究
の
で
き
る
大
学
に
い
て
恵
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

福
田

我
々
も
、
大
学
よ
り
は
制
約
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
と
思
っ
た
研
究
に
信
念

を
持
っ
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
儲
け
る
ネ

タ
を
発
掘
す
る
と
い
う
の
も
企
業
研
究
の
責
務
で
す
の
で
、

業
績
を
あ
げ
る
こ
と
を
前
提
に
、
2
～
3
割
は
自
由
な
発

想
で
自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
と
思
っ
た
研
究
を
や
っ
て
も

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
で
は
、
先
生
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

井
上

ど
う
し
た
ら
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
か
答
え

が
な
い
な
か
で
、
大
切
な
の
は
勇
気
づ
け
る
こ
と
で
す
。
今

年
ド
ク
タ
ー
を
取
得
し
て
京
都
大
学
に
行
っ
た
大
学
院
生

が
二
酸
化
チ
タ
ン
微
粒
子
の
透
明
分
散
液
を
つ
く
っ
た
と
き
、

研
究
室
で
は
そ
の
人
の
名
前
を
付
け
て「
佐
野
粒
子
」と
呼

び
ま
し
た
。
他
に
も
〇
〇
法
な
ど
、
発
案
し
た
学
生
の
名

前
で
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

福
田

大
学
生
や
若
い
研
究
者
を
見
て
い
て
、
も
ち
ろ
ん

あ
る
程
度
の
学
力
は
必
要
で
す
が
、
発
想
は
そ
の
人
の
性
格
、

資
質
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
を
い
か
に
伸
ば
す
か

が
大
切
で
す
ね
。

井
上

大
学
4
年
生
の
と
き
に
は
そ
こ
ま
で
活
躍
す
る
と

思
わ
な
か
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
学
生
時
代
か
ら
す
ご
い
人

も
い
る
。
こ
の
対
談
に
以
前
登
場
し
た
細
野
秀
雄
君
と
は

研
究
に
つ
い
て
よ
く
議
論
を
し
ま
し
た
が
、
在
学
時
代
か

ら
ず
ば
抜
け
て
い
ま
し
た
ね
。

福
田

私
は
人
の
能
力
を
評
価
す
る
の
は
20
代
で
は
な
く
、

学
び
考
え
、
あ
る
程
度
の
こ
と
を
経
験
し
た
30
代
後
半
か

ら
40
歳
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
力
も
大
切
で
す
が
、

採
用
の
と
き
は
そ
の
人
が
伸
び
そ
う
か
ど
う
か
見
て
、
可

能
性
を
感
じ
た
人
に
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
研
究
部
門
に
は
、
鉄
鋼
研
究
、
先
端
技
術

研
究
、
プ
ロ
セ
ス
研
究
の
3
つ
の
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。

鉄
鋼
研
究
は
蓄
積
さ
れ
た
延
長
線
上
の
研
究
が
中
心
な
の

で
営
々
と
や
る
一
方
で
、
先
端
技
術
研
究
は
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
持
っ
て
は
じ
け
た
ほ
う
が
い
い
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
志
向
す
る
変
革
期
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
研
究
も
含
め
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
つ
く
る
ぐ
ら
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
考
え

と
執
念
を
持
っ
て
研
究
開
発
に
取
り
組
む
人
材
が
大
切
で
す
。

先
生
は
、
J
S
T
さ
き
が
け（
※
3
）「
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物

質
変
換
」領
域
研
究
総
括
と
し
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
研
究
を
進
め
な
が
ら
若
手
研
究
者
の
育
成
に
も
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
人
材
育
成
の
点
で
は
い
か
が
で
し
た
か
。

井
上

さ
き
が
け
は
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
自
負
し
て
い
る

研
究
者
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
集
団
で
す
か
ら
、研
究
は
思
い
っ

き
り
自
由
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
学
会
な
ど

で
は
、
自
分
が
や
っ
て
い
る
テ
ー
マ
と
競
争
し
て
い
る
か
ら

と
か
、
違
う
か
ら
駄
目
だ
と
い
う
発
言
も
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
科
学
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
石
を
一
個
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
、
先
人

の
実
績
の
上
に
立
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。

実
験
が
正
し
け
れ
ば
そ
れ
は
事
実
で
す
。
さ
き
が
け
で
は
、

研
究
テ
ー
マ
の
応
募
条
件
も
年
齢
不
問
、
自
分
が
若
手
だ

と
思
え
ば
何
歳
で
も
い
い
と
。
残
念
な
が
ら
採
択
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
60
歳
以
上
の
人
も
応
募
し
て
き

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

※3  さきがけ：戦略的創造研究推進事業。（国研）科学技術振興機構（JST）が実施する競争的資金の一つ。 ※2  ポーターメダル：1967年にノーベル化学賞を受賞した光化学者、ジョージ・ポーター卿にちなんで設けられた光化学分野で最も権威のある国際賞。

熱延工場東日本製鉄所 君津地区見学風景

第四高炉

富津REセンター見学風景　（きわめルーム）

Porter Medal の受賞（2018)さきがけ領域会議 （領域アドバイザー、さきがけ研究員と共に）
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特別企画　技術対談

Super COURSE50高炉
外部水素を用いた水素吹込み

原料炭
鉄鉱石 直接

還元鉄

極限までのCO2削減と
CCU/CCS最大活用により

カーボンニュートラル

外部
水素

加熱

CO2

H2O

CCUS
水素還元の

最大化

つ
な
ぎ
の
技
術
を
利
用
し
な
が
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社
会
実
装
を
目
指
す

福
田

現
在
、
日
本
製
鉄
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を
多
角
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

N
E
D
O
の「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業
／
製

鉄
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
水
素
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
な
か

で
進
め
て
い
る
S
u
p
er  
C
O
U
R
S
E
50
も
そ
の
一
つ

で
す（
図
3
）。
私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
ご
意
見

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
上

日
々
大
規
模
な
鉄
鋼
生
産
を
継
続
し
な
が
ら
、

2
0
5
0
年
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

目
標
を
掲
げ
ら
れ
、
積
極
的
に
研
究
開
発
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
企
業
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
人
工
光
合
成

も
そ
う
で
す
が
、
明
日
す
ぐ
に
水
素
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
社
会
と
し
て
段
階
的
に
発
展
さ
せ
る〝
つ

な
ぎ
〟を
考
え
て
そ
れ
を
実
行
し
な
が
ら
進
む
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
発
生
し
た
C
O
2

を
C
C
S

で
地
中
に
貯
留
す
る
な
ど〝
つ
な
ぎ
〟の
技
術
が
必
要
で
す

ね
。
C
C
S
で
1
0
0
％
い
け
る
確
固
た
る
見
通
し
は
立

ち
ま
せ
ん
が
、
1
番
目
の
つ
な
ぎ
の
技
術
と
し
て
有
望
で

す
。
2
番
目
は
、
ま
だ
長
期
的
な
見
通
し
は
難
し
い
も
の
の
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
太
陽
電
池
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
3
番
目
は
直
接
水
分
解
で
あ
る「
人
工
光
合
成
」

で
す
。
人
工
光
合
成
で
開
発
し
た
触
媒
は
太
陽
電
池
の
電

気
分
解
の
触
媒
に
も
活
か
さ
れ
ま
す
が
、
人
工
光
合
成
は

直
接
分
解
す
る
の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
上
有
利
で
す
。

福
田

現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
効
率
の
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
社
会
実
装
の
指

標
を
先
生
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

井
上

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
因
子（
R
E
F（
※
4
））と
呼
ん

で
い
ま
す
。
分
母
を「
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
運
転
す
る
た
め

に
必
要
な
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
」、
分
子
を「
シ
ス
テ
ム
が

出
力
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
」と
す
る
と
、
本
来
は
そ
の
数
値

（
R
E
F
）が
1
を
超
え
な
け
れ
ば
実
用
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
以
下
で
あ
れ
ば
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

た
ほ
う
が
い
い
。
高
価
で
貴
重
な
材
料
が
必
要
だ
と
投
入

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
な
り
R
E
F
は
低
く
な
り
ま
す
。

福
田
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

井
上

た
だ
し
R
E
F
の
評
価
は
難
し
く
、
例
え
ば
石
油

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
約
30
％
が
石
油
を
使
い
や
す
く
改
質
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
た
め
、
R
E
F
は

0
・
67
で
す
。
石
油
は
地
球
資
源
の〝
食
い
つ
ぶ
し
型
〟な

の
で
い
ま
あ
る
も
の
を
使
え
ば
い
い
。
そ
れ
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
き
、
現
在

は
そ
こ
を
指
標
に
石
油
の
0
・
67
を
超
え
る
も
の
、
同
等

以
上
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
導
入
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

福
田

太
陽
電
池
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
。

井
上

天
候
変
化
に
加
え
て
、
寿
命
や
税
金
、
安
全
性
の

担
保
ま
で
含
め
た
イ
ン
プ
ッ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
評
価
は
難

し
い
の
で
す
が
、
0
・
67
は
超
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
太
陽
電
池
で
水
を
電
気
分
解
し
て
、
そ
の
1
周
遅

れ
と
し
て
例
え
ば
N
E
D
O
の「
人
工
光
合
成
化
学
プ
ロ
セ

ス
技
術
研
究
組
合（
略
称
:A
R
P
C
h
e
m
）」の
よ
う
な

半
導
体
で
水
か
ら
水
素
を
つ
く
る
取
り
組
み
、
そ
し
て
さ

ら
に
1
周
遅
れ
て
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
分
子
触
媒
と
い

う
位
置
づ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
技
術
も
日
本
が

か
な
り
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

を
酸
化
精
錬
で
多
く
取
り
除
け
ま
す
の
で
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

か
ら
再
び
高
品
質
な
鉄
鋼
製
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

L
C
A
の
観
点
か
ら
も
、
基
礎
素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
金

属
は
、
今
後
も
鉄
で
あ
り
続
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鋼
材
強
度
に
つ
い
て
も
、
自
動
車
で
使
用
さ
れ
て
い
る
鋼

材
は
、
こ
こ
10
年
で
３
倍
の
強
度
に
な
り
ま
し
た
が
、
理
論

強
度
の
５
分
の
１
程
度
で
、
鋼
材
全
体
で
み
て
も
理
論
強

度
の
半
分
以
下
し
か
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
我
々

は
鉄
鋼
研
究
に
お
い
て
無
限
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
炭
素
繊
維
な
ど
多
素
材
と
の
競
合

も
あ
り
、
お
客
様
で
の
加
工
や
、
例
え
ば
ク
ル
マ
の
車
体
構

造
の
提
案
ま
で
踏
み
込
み
、
鉄
鋼
材
料
利
用
の
最
適
化
を

志
向
し
て
い
ま
す
。

井
上
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
鉄
は
一
見
研
究
し
尽
く
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
微
量
元
素
の
添
加
な

ど
で
物
性
が
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
元
素
の
種
類
、
添
加
量
、

添
加
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
と
無
限
に
近
い
と
思
い
ま
す
。

福
田

添
加
元
素
に
加
え
て
、
熱
処
理
の
仕
方
や
加
工
歪
み

の
与
え
方
で
も
材
料
特
性
は
変
わ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
か
ら

自
動
車
、
家
電
な
ど
用
途
が
幅
広
い
な
か
で
、
強
度
、
靭
性
、

耐
水
素
脆
性
な
ど
の
材
料
特
性
を
緻
密
に
つ
く
り
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
先
生
ご
自
身
の
研
究
課
題
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
上

先
ほ
ど
、
あ
と
15
年
あ
れ
ば
と
お
話
し
し
ま
し
た

が
、
1
日
も
早
く
人
工
光
合
成
の
社
会
実
装
を
実
現
し
て

い
く
。
そ
れ
が
抱
負
で
あ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
植
物
の
光
合
成
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
は

1
％
未
満
な
の
で
人
工
光
合
成
で
10
％
ま
で
上
げ
ら
れ
れ

ば
、
先
ほ
ど
の
R
E
F
の
問
題
は
別
と
し
て
、
面
積
を
10

分
の
1
に
で
き
る
。
で
き
る
だ
け
植
物
の
面
積
の
邪
魔
を

し
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
で
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
い
う

と
、
2
0
3
0
年
に
変
換
効
率
10
％
を
ラ
ボ
実
験
し
て
有

時
代
の
変
革
期
に
お
い
て

新
た
な
挑
戦
に
踏
み
出
す
鉄
鋼
業

福
田

鉄
鋼
業
は
現
時
点
で
C
O
2
を
大
量
に
排
出
す
る
産

業
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
鉄
は
金
属
の
な
か
で

は
還
元
し
や
す
く
、
同
じ
重
さ
で
み
る
と
製
造
時
の
C
O
2

排
出
量
が
他
素
材
に
比
べ
て
少
な
い
素
材
で
す
。
例
え
ば

ア
ル
ミ
を
つ
く
る
に
は
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、

そ
の
結
果
相
当
な
量
の
C
O
2
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
鉄

は
リ
サ
イ
ク
ル
性
に
優
れ
た
素
材
で
も
あ
り
ま
す
。
鉄
は
、

酸
素
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
中
の
不
純
物

力
な
技
術
を
絞
り
込
み
、
そ
の
後
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
含
め

て
2
0
5
0
年
の
実
用
化
を
実
現
し
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
基
礎
化
学
的
な
視
点
に
立
ち
、
有
力
な
い
く
つ

か
の〝
つ
な
ぎ
〟を
確
実
に
形
に
し
な
が
ら
、
若
い
世
代
を

中
心
に
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
人
工
光
合
成
の
実
現
は
い
わ
ば
駅
伝
で
、
各
区
間

を
全
力
で
疾
走
し
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
も

の
で
す
。
光
子
束
密
度
問
題
で
は
、
1
光
子
で
い
け
る
反

応
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
世
界
の

ど
こ
か
の
国
で
、
そ
の
成
果
を
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

福
田

大
学
と
企
業
で
社
会
に
お
け
る
役
割
は
違
い
な
が

ら
も
、
研
究
に
対
す
る
思
い
は
同
じ
側
面
が
あ
る
と
感
じ

な
が
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
礎
素
材

と
し
て
歴
史
を
持
つ
鉄
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

ど
時
代
の
変
革
期
に
お
い
て
、
製
品
だ
け
で
な
く
プ
ロ
セ

ス
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
時
代
に

向
け
て
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
、2
0
2
2
年
10
月
5
日
に
日
本
製
鉄
R
E
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
）

※4  REF：Renewable Energy Factor
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井上先生の
監修本を

プレゼント！

井
上
先
生
監
修
の『
夢
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー「
人
工
光
合
成
」と
は
何
か
』

（
講
談
社
）を
、
抽
選
で
5
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
巻
末
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
、
ま
た
は
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
W
e
b
サ
イ
ト（
P
3
9
ご
参
照
）か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



た
ね（
笑
）。

─
早
稲
田
大
学
で
演
劇
を
専
攻
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
宝
に
入
社
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
渡

歌
舞
伎
の
勉
強
が
し
た
く
て
早
稲
田
に
入
り
ま
し
た
。
２
年
生
の
と
き
、
江
戸
川
乱

歩
の
原
作
を
三
島
由
紀
夫
が
書
き
下
ろ
し
た
舞
台『
黒
蜥
蜴
』で
制
作
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め

ま
し
た
。
装
置
や
大
道
具
、
小
道
具
の
仕
込
み
な
ど
の
裏
方
で
す
。
以
来
、
大
学
時
代
は
ア

ル
バ
イ
ト
に
熱
中
し
て
、授
業
に
出
る
の
が
年
に
30
日
く
ら
い
で
、あ
と
は
ず
っ
と
劇
場
通
い
。

自
分
の
教
え
子
た
ち
に
は
言
え
ま
せ
ん
け
れ
ど（
笑
）。
そ
れ
で
卒
業
と
い
う
と
き
に
、
た
ま

た
ま
知
り
合
っ
た
東
宝
の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
、
就
職
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
宝
の
演
劇
部
で
は
演
出
助
手
や
舞
台
監
督
と
し
て
商
業
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
歌
舞

伎
と
幅
広
く
経
験
し
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
留
学
し
て
舞
台
美
術
の
勉
強
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
し
か
も
そ
の
帰
り
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
な
ど
の
一
流
の
舞
台
を
観

て
回
る
世
界
一
周
旅
行
も
さ
せ
て
も
ら
い
、
東
宝
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
レ
エ
・
シ
ア
タ
ー
の
来
日
公
演
を
手
伝
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
本
物
の
バ
レ
エ
の
世
界
に
圧
倒
さ
れ
東
宝
を
退
社
、
そ
の
後
は
オ
ペ
ラ
と

バ
レ
エ
の
仕
事
を
専
門
的
に
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
結
果
よ
り
演
奏
後
の
達
成
感（
佐
藤
）

神
様
が
与
え
て
く
れ
た
オ
ペ
ラ
公
演
の
順
番（
広
渡
）

─
佐
藤
さ
ん
は
２
０
１
９
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
チ
ェ
ロ
部
門
で

日
本
人
と
し
て
初
め
て
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤

日
本
人
初
と
い
う
の
は
、
受
賞
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
新
聞
記
者
さ
ん
か
ら
聞
か
さ

れ
て
知
り
ま
し
た
。
特
に
そ
れ
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
と
に

か
く
い
い
演
奏
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
で
す
。

個
人
的
に
は
順
位
よ
り
も
、
納
得
し
た
演
奏
が
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
。
１
位
に
な
っ
て
う
れ
し
い
の
は
確
か
で
す
が
、
結
果
発
表
の
驚
き
よ
り
も
、

演
奏
後
の
達
成
感
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
、
僕
が
師
事
し
て
い
る
イ
ェ
ン
ス
＝
ペ
ー
タ
ー
・
マ
イ
ン
ツ
先
生
も
25
年
前
に
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
１
位
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
あ
と
を
追
い
か
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

─
現
在
は
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
の
演
奏
に
何
か

変
化
が
あ
り
ま
す
か
？

佐
藤

ま
ず
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
こ
と
で
考
え
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
ね
。
諸
先
生
方

が
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
な
と
あ
ら
た
め
て
思
い
出
し
た
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
か
ら

何
で
も
自
分
で
決
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
と
に
か
く
考
え
る
時
間
が
多
く

（プロフィール）佐藤晴真（さとう・はるま）1998年名古屋市生まれ。2019年、長い伝統と権威を誇るミュンヘン国際音楽コンクール チェロ部門において日本人として
初めて優勝し、一躍国際的に注目を集める。ルトスワフスキ国際チェロ・コンクール第 1 位および特別賞、第83 回日本音楽コンクールチェロ部門第 1 位および徳永賞・
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マインツ氏に師事している。2020年に第18 回齋藤秀雄メモリアル基金賞、第30回出光音楽賞受賞。使用楽器は宗次コレクションより貸与された E. ロッカ 1903 年製。
ベルリン在住。

（プロフィール）広渡勲（ひろわたり・いさお）1940 年福岡市生まれ。早稲田大学第一文学部文学科演劇専修卒業後、東宝演劇部に所属。在籍中にハワイ大学に 1 年間留学し、
その後欧米の劇場を視察して帰国。1970 年「アメリカン・バレエ・シアター」来日公演を契機にジャパン・アート・スタッフに移籍。その後、制作プロデューサーと
して、「ミラノ・スカラ座」「ウィーン国立歌劇場」「メトロポリタン歌劇場」「バイエルン州立歌劇場」「ベルリン・ドイツ・オペラ」「英国ロイヤル・オペラ」などの
世界の主要歌劇場や、「パリ・オペラ座バレエ団」「英国ロイヤル・バレエ団」「モーリス・ベジャール・バレエ団」など世界的なバレエ団を数多く招聘、公演を成
功に導く。指揮者のバーンスタイン、クライバー、振付家のベジャール、パントマイムのマルセル・マルソーなど海外の著名な芸術家との交流も深めた。2000 年、
フランス共和国政府から「芸術文化勲章シュヴァリエ」叙勲。2003 年から昭和音楽大学で教鞭をとり、現在は客員教授。

─
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
感
想
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤

ち
ょ
う
ど
名
古
屋
の
実
家
に
い
る
と
き
で
、
ほ
ん
と
う
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

間
違
い
電
話
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
く
ら
い
で
、
す
ぐ
に
家
族
と
先
生
方
に
連
絡
を
し

ま
し
た
。

広
渡

僕
は
福
岡
で
舞
台
稽
古
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
も
の
で
、最
初
は
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、

「
え
？
稽
古
が
終
わ
っ
た
ら
連
絡
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
で
あ
と
で
聞
か
さ
れ
て
驚
い

た
（
笑
）。
ド
タ
バ
タ
だ
っ
た
の
で
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

─
佐
藤
さ
ん
が
チ
ェ
ロ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

佐
藤
４
歳
の
こ
ろ
、
兄
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
発
表
会
に
行
き
、
そ
こ
で
た
ま
た
ま
中
木
健

二
先
生
の
チ
ェ
ロ
を
聴
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
か
ら
兄
も
チ
ェ
ロ
を
や
り

た
い
と
言
い
出
し
て
、
僕
は
兄
の
お
さ
が
り
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
始
め
た
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
僕
も
チ
ェ
ロ
が
や
り
た
く
て
６
歳
の
と
き
に
転
向
し
ま
し
た
。

─
も
と
も
と
音
楽
一
家
の
ご
出
身
で
す
か
？

佐
藤
い
え
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
は
京
都
の
大
学
で
学
生
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い
て
音
楽
好
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
僕
を
音
楽
家
に
し
よ
う

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、家
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
が
い
つ
も
か
か
っ

て
い
て
音
楽
が
身
近
で
は
あ
り
ま
し
た
。

─
本
気
で
音
楽
に
取
り
組
も
う
と
考
え
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
チ
ェ
ロ
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
日
課
の
よ
う
に
続
け
て
い
た
の
で
、特
に
大
き
な
転
機
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
今
思
う
と
、
名
古
屋
か
ら
東
京
の
高
校（
東
京
藝
術
大
学
音
楽

学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
）に
出
て
く
る
と
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
楽
し
く

音
楽
を
続
け
て
い
て
、
そ
れ
は
今
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
加
え
て
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
が
生
ま

れ
た
気
が
し
ま
す
。

─
広
渡
さ
ん
は
、
舞
台
芸
術
と
の
出
会
い
は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
？

広
渡

僕
は
福
岡
・
中
洲
の
出
身
で
、
母
は
料
亭
を
営
み
、
小
唄
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
の
で
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
芸
事
に
な
じ
ん
で
い
ま
し
た
。
加
え
て
父
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
マ
ニ
ア
で
大
量

の
レ
コ
ー
ド
を
所
蔵
し
て
い
て
、
家
で
は
音
楽
を
湯
水
の
よ
う
に
浴
び
て
い
ま
し
た
。
父
に

連
れ
ら
れ
て
初
め
て
聴
い
た
生
の
演
奏
会
が
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
初
来
日
公
演
で
、
指
揮

者
が
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
。
自
分
が
こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
で

す
が
、
贅
沢
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

福
岡
で
は
歌
舞
伎
公
演
も
多
く
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
観
に
行
っ
て
い
ま
し
た
し
、
帰
っ

て
き
た
ら
ボ
ー
ル
紙
で
舞
台
の
模
型
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
、
不
思
議
な
子
ど
も
で
し

感
動
の
蓄
積
が
、次
の
仕
事
に
向
か
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

「フランス芸術文化勲章シュ
ヴァリエ」授賞式にて

ミラノ・スカラ座の引っ越し公演。『オテロ』舞台装置の
前でスタッフと

留学した夏、マインツ先生
と。2016年

中木健二先生の
初めてのレッスン。
2009年

ミュンヘン国際音楽コンクールの
本選直後。2019年

弦楽四重奏での演奏会。2021年

価
値
観
や
文
化
の
背
景
も
含
め
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
本
質
を
学
び
た
い
。

カルロス・クライバー氏が
亡くなるまで交流は続いた

第32回日本製鉄音楽賞受賞者インタビュー

舞台制作のアルバ
イトとして最初にか
かわった『黒蜥蜴』

誕生日にカルロス・クライ
バー氏から届いたFAX
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ッ
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ィ
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ィ
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／
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／
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ェ
リ
ス
ト

／
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ェ
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／
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藤
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真
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プ
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デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
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な
り
ま
し
た
。

僕
は
マ
イ
ン
ツ
先
生
に
憧
れ
て
ド
イ
ツ
で
の
生
活
を
始
め

た
の
で
す
が
、
先
生
の
本
当
の
意
味
で
の
音
楽
性
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
い
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
り
、
天
気
の
移
り
変
わ
り

だ
っ
た
り
…
そ
の
土
地
で
育
ま
れ
た
音
楽
は
、
そ
こ
で
暮
ら

し
て
初
め
て
わ
か
る
も
の
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

─
音
楽
の
背
景
に
あ
る
文
化
も
含
め
て
知
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤

そ
う
思
い
ま
す
。
特
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
長
い
歴
史
の

ほ
と
ん
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
土

地
で
活
動
す
る
演
奏
家
の
音
楽
は
や
っ
ぱ
り
違
う
気
が
し
ま

す
。
僕
が
日
本
で
師
事
し
た
先
生
た
ち
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勉

強
し
た
方
ば
か
り
で
、
僕
自
身
も
そ
う
し
た
先
生
た
ち
が
体

感
し
た
も
の
を
得
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
向
こ
う
で
の
生
活
は
す
ご
く
充
実
し
て
い
ま
す
。

─
広
渡
さ
ん
も
世
界
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
お
仕
事
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
お
感
じ
で
す
か
？

広
渡

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
た

く
さ
ん
の
国
の
芸
術
家
と
仕
事
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
国

や
土
地
に
よ
っ
て
や
っ
ぱ
り
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。
同
じ
ド

イ
ツ
だ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
ベ
ル
リ
ン
じ
ゃ
だ
い
ぶ
違
い

ま
す
よ
。
バ
イ
エ
ル
ン
だ
と
、
ド
イ
ツ
語
を
し
ゃ
べ
る
イ
タ

リ
ア
人
み
た
い
で
、
ち
ょ
っ
と
ラ
テ
ン（
笑
）。

佐
藤
わ
か
り
ま
す
。
関
東
と
関
西
み
た
い
な（
笑
）。

広
渡

そ
う
そ
う
。
た
だ
、
僕
の
場
合
は
逆
に
そ
の
違
い
を

楽
し
ん
で
や
っ
て
き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

僕
の
オ
ペ
ラ
の
仕
事
は
、
最
初
が
１
９
７
４
年
の
バ
イ
エ

ル
ン
州
立
歌
劇
場
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
ペ
ラ
）の
引
っ
越
し
公

演
で
す
。ま
だ
33
歳
で
し
た
が
技
術
監
督
を
任
さ
れ
て
、ミ
ュ

ン
ヘ
ン
側
の
大
御
所
の
技
術
監
督
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た

の
で
す
が
、
こ
い
つ
で
大
丈
夫
な
の
か
と
心
配
そ
う
な
目
が

痛
く
て
痛
く
て（
笑
）。
の
ち
に
生
涯
の
友
と
な
る
世
界
的

指
揮
者
の
カ
ル
ロ
ス
・
ク
ラ
イ
バ
ー
と
の
初
め
て
の
出
会
い

も
こ
の
と
き
で
す
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
あ
と
は
、
１
９
７
９
年
の
英
国
ロ
イ
ヤ
ル・

オ
ペ
ラ
、
80
年
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
、
81
年
の
ミ
ラ
ノ・

ス
カ
ラ
座
の
順
で
来
日
公
演
を
手
が
け
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、

こ
の
順
番
は
神
様
が
奇
跡
的
に
与
え
て
く
れ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
ド
イ
ツ
ら
し
い
徹
底
し
て
準
備
す
る
舞
台
を

経
験
し
て
、
次
に
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
と
同
じ
サ
イ
ズ
感
の
舞

台
を
経
験
し
て
、
そ
れ
で
最
後
に
ス
カ
ラ
座
。
こ
れ
が
大
変

で
し
た
。
彼
ら
と
は
打
ち
合
わ
せ
し
て
も
現
場
で
山
ほ
ど
問

題
が
出
て
く
る
し
、
舞
台
稽
古
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
初
日
が

開
く
か
心
配
で
、
準
備
中
は
も
う
二
度
と
や
り
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
本
番
が
す
ご
い
ん
で
す
。
極
限
の

集
中
力
で
舞
台
を
こ
な
し
、
幕
が
降
り
た
と
き
の
あ
の
感
動

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ス
カ
ラ
座
が
最
初
の
オ
ペ
ラ
の

仕
事
だ
っ
た
ら
、僕
は
き
っ
と
続
い
て
な
い
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。

そ
う
や
っ
て
オ
ペ
ラ
を
経
験
し
て
、
自
分
の
仕
事
人
生
で

一
番
や
り
き
っ
た
と
思
っ
た
の
が
、１
９
８
７
年
の
ベ
ル
リ
ン・

ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
の
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」
４
部
作
の
日

本
初
演
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
全
長
33
メ
ー

ト
ル
の
「
ト
ン
ネ
ル
・
リ
ン
グ
」
を
演
出
に
使
う
前
代
未
聞

の
舞
台
で
、
成
功
す
れ
ば
間
違
い
な
く
日
本
の
音
楽
史
に
残

る
企
画
で
し
た
。
舞
台
装
置
は
も
ち
ろ
ん
、
公
演
直
前
の
会

場
変
更
な
ど
い
ろ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な

ん
と
か
初
日
を
迎
え
た
と
き
は
神
様
に
感
謝
す
る
ほ
か
な

か
っ
た
で
す
し
、
も
う
自
分
は
こ
の
仕
事
を
一
生
続
け
て
い

く
の
が
使
命
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
を
振
り
返

れ
ば
、
そ
う
や
っ
て
感
動
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
、
次
の

仕
事
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

─
現
在
は
昭
和
音
楽
大
学
で
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。

広
渡

学
生
の
皆
さ
ん
に
言
っ
て
い
る
の
は
、
と
に
か
く
多

種
多
様
な
舞
台
を
浴
び
る
よ
う
に
観
て
、
そ
こ
か
ら
自
分
自

身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
極
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
感
動
を
蓄
積
し
て
、幅
広
い
知
識
、時
代
感
覚
を
養
っ

て
ほ
し
い
。
あ
と
、
英
語
は
当
然
と
し
て
、
も
う
１
カ
国
語

を
学
ん
で
ほ
し
い
。
学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や

り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

紀
尾
井
は
自
分
に
縁
の
あ
る
ホ
ー
ル（
佐
藤
）

ク
ラ
イ
バ
ー
生
誕
１
０
０
年
に
書
簡
集
出
版
を（
広
渡
）

─
佐
藤
さ
ん
は
紀
尾
井
ホ
ー
ル
に
ど
う
い
う
印
象
を
お
持

ち
で
す
か
。

佐
藤

実
は
２
０
１
９
年
の
デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
も
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
あ
と
の
凱
旋
リ
サ
イ

タ
ル
と
い
う
形
で
、
紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
弾
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
記
念
も
そ
う
で
す
が
、
自
分
に
す
ご
く

縁
の
あ
る
ホ
ー
ル
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
も
何
度
も
演
奏
を
聴
き
に
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
音
の
響
き
が
と
て
も
豊
か
で
、
ど
の
席
に
座
っ
て
い
て

も
臨
場
感
が
感
じ
ら
れ
る
ホ
ー
ル
で
す
よ
ね
。

─
最
後
に
、
お
二
人
の
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

佐
藤

僕
は
今
、
例
え
ば
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
古
楽
器
で
バ
ロ
ッ
ク
を
勉
強
し
て
み
た
り
、
独
奏
だ
け
で

な
く
四
重
奏
を
勉
強
し
て
み
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
に
か
く
勉
強
で
き
る
う

ち
に
ど
ん
ど
ん
し
て
、
何
で
も
吸
収
し
て
お
き
た
い
。
20
代

の
間
は
学
び
の
場
に
自
分
自
身
を
お
い
て
、
演
奏
家
と
し
て

の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
渡

僕
は
今
年
で
82
歳
に
な
る
の
で
す
が
、
２
つ
の
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
２
０
２
５
年
に
博
多
駅

前
に
つ
く
ら
れ
る
ビ
ル
に
音
楽
ホ
ー
ル
が
で
き
る
の
で
す
が
、

そ
の
ロ
ビ
ー
に
こ
れ
ま
で
僕
が
か
か
わ
っ
た
公
演
の
資
料
や

書
簡
、
楽
譜
、
舞
台
装
置
の
設
計
図
な
ど
を
展
示
す
る
部
屋

を
つ
く
る
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
。

も
う
１
つ
が
、
亡
く
な
っ
た
カ
ル
ロ
ス
・
ク
ラ
イ
バ
ー
の

本
を
出
す
こ
と
。
彼
は
と
て
も
筆
ま
め
で
、
生
前
、
山
の
よ

う
に
私
に
手
紙
を
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
書
簡
集
を
彼
の
生
誕

１
０
０
年
と
な
る
２
０
３
０
年
に
出
版
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

「ほぼ初めて仕切られる立場になりましたが、とても楽
しかったですね。21世紀になって芸術を取り巻く環境は
激変していますが、舞台芸術を廃れさせるわけにはいきま
せん。偉大な芸術家たちが残した文化遺産を、次世代へ
つなぎ、託すのが私の使命だと思っています」（広渡勲氏）

「紀尾井ホールという場、同じ大学で学んでいるピアニ
スト・久末航さんとのデュオということで、始終前向きな
気持ちで演奏し本番を終えられました。錚々たる先輩方が
受賞されているこの賞をいただき、今日演奏できたことに、
感謝の気持ちでいっぱいです」（佐藤晴真氏）

7月13日、紀尾井ホール（東京・千代田区）で第32回日本製鉄音楽賞の受賞
記念コンサートが開催されました。
「日本製鉄音楽賞」は、日本の音楽文化の発展と、将来を期待される音楽家の
さらなる活躍の支援を目的として日本製鉄が創設したものであり、1990年の
創設以降、毎年、受賞者への贈呈式と受賞記念コンサートを開催しています。
本年は、将来を期待される優れた演奏家に贈られる「フレッシュアーティスト賞」
は、チェリストの佐藤晴真氏、音楽文化の発展に大きな貢献を果たした個人に
贈られる「特別賞」は、プロデューサー・演出家である広渡勲氏が受賞。贈呈式
は3月31日に本社で行われ、橋本社長から記念の盾と賞金が贈られました。

公演を終えたお二人に感想をいただきました。

第32回 日本製鉄音楽賞 
受賞記念コンサート
7月13日に紀尾井ホールで開催

©ヨコオスタジオ／日本製鉄

©ヨコオスタジオ／日本製鉄

©ヨコオスタジオ／日本製鉄

第1部では、広渡氏による受賞記念トークが行われた。「これから舞台
芸術を目指す若者の励みになれば」と、受賞理由を感慨深く話す広渡氏。
舞台で裸火を使用するなど数々のセンセーショナルな舞台の仕掛けがい
かにして誕生したか、名だたる巨匠たちとともに究極の美学を追求して
きた半生を、演出された舞台の動画や写真をもとに熱く語った。

第2部では、佐藤氏によるチェロの演奏が行われた。佐藤氏が全身
で奏でるのびやかで重厚感のある音は曲が持つ物語や情景まで表現。
全観客がその音色に酔いしれ、演奏終了後には万雷の拍手を送った。
「僕にとって紀尾井ホールは特別な場所。この縁を噛みしめながら、今、
幸せな時間を過ごしています」と語り、アンコール曲を披露した。

第 32回日本製鉄音楽賞受賞者インタビュー

©ヨコオスタジオ／日本製鉄©ヨコオスタジオ／日本製鉄©ヨコオスタジオ／日本製鉄
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39 季刊  　　 　　　　　　Vol.14 38季刊  　　 　　　　　　Vol.14

  広報誌バックナンバー
これまで鉄道、船、橋、缶、車などをテーマに特集を組んできました。
右記二次元コードを読み取ることで、バックナンバーをご覧いただけます。

読者アンケートはWEBでも受け付けています。

Nwes Clip日本製鉄グループの動き

https://www.nipponsteel.com/company/publications/quarterly-nipponsteel/index.html

なお、定期送付ご希望の方は下記アドレスよりお申し込みください。

下記URLもしくは右記二次元コード
よりアクセスしてください。
https://krs.bz/nssmc/m?f=78

NEDO委託事業「CO2の高効率利用が可能な藻類バイオマス生産と
利用技術の開発」をカーボンリサイクル実証研究拠点で研究開始

日
本
製
鉄
は
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
日
本
製
鉄
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」を
掲
げ
、
経
営
上
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
日
本
製
鉄
が
世
の
中
に
提
供
す
る「
社
会
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
に
貢
献
す
る
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」を
総
称
し
た
ブ
ラ
ン
ド「N

SCarbolex

（
エ

ヌ
エ
ス
カ
ー
ボ
レ
ッ
ク
ス
）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「N
SCarbolex

」は
、
次
の
2
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

鉄
鋼
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
し
た
と
認
定
さ
れ
る
鉄
鋼
製
品

「N
SCarbolex N

eutral

」

本
製
品
の
C
O
2
排
出
量
削
減
の
認
定
手
法
と
し
て
は
、製
造
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
・
改
善
な
ど
に
よ
っ

て
日
本
製
鉄
が
実
際
に
削
減
し
た
C
O
2
排
出
量
の
総
量
を
把
握
し
、
そ
れ
を
任
意
の
鉄
鋼
製
品
に

割
り
当
て
る
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式
を
活
用
し
、
2
0
2
3
年
度
上
期
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

社
会
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
寄
与
す
る
高
機
能
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術

「N
SCarbolex Solution

」

お
客
様
の
も
の
づ
く
り
の
過

程
で
の
C
O
2

排
出
量
削
減
、

お
客
様
の
製
品
が
社
会
で
使
用

さ
れ
る
際
の
C
O
2

排
出
量
削

減
、
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社

会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
貢
献
、

と
い
っ
た
3
つ
の
視
点
で
の
価
値

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
日
本
製
鉄
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で「N

SCarbolex

」に
関
す

る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

「N
SCarbolex

」の
さ
ら
な
る

メ
ニ
ュ
ー
拡
充
、
お
よ
び
安
定
的

な
供
給
体
制
の
確
立
を
通
じ
て
、

お
客
様
の
脱
炭
素
化
・
競
争
力

向
上
、ひ
い
て
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
こ
の
た
び
、
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
構
造

物
の
建
設
市
場
に
対
し
て
高
度
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
ブ
ラ
ン
ド「ProStruct

（
プ
ロ
ス
ト
ラ
ク
ト
）」

を
立
ち
上
げ
、
本
年
10
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

「ProStruct

」は
、
建
設
市
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
応

え
る
た
め
、
日
本
製
鉄
の
持
つ
高
性
能
な
鋼
材
製
品
と
高

度
な
鋼
構
造
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た「
鋼
材
×
利
用
技
術
」

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、
材
料
～
設
計
・
施
工
ま
で
の
総
合
技

術
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「ProStruct

」は
、
①
自
然
災
害
に
対
し
て「
強
く
・
安
全
」

な
構
造
物
を
、
②「
早
く
・
経
済
的
」に
建
設
、
③「
使
い

や
す
く
・
確
実
」な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
、
④「
環
境

に
や
さ
し
く
・
持
続
的
」な
社
会
の
実
現
に
も
貢
献
し
ま
す
。

「NSCarbolex™」 ブランドの立ち上げ
広
畑
地
区
電
炉
の
商
業
運
転
開
始

～
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技
術
で
あ
る

大
型
電
炉
で
の
高
級
鋼
製
造
技
術
の
開
発
を
着
実
に
推
進
～

「ProStruct™

」の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て

～「
鋼
材
×
利
用
技
術
」パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
リ
ー
ズ
～

AM
/N

S India

に
お
け
る

製
鉄
事
業
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

日
本
製
鉄
は
、
瀬
戸
内
製
鉄
所
広
畑
地
区
に
新
設
し
た
電
炉
の
商
業
運
転
を
10
月
よ
り
開
始
。

世
界
初
と
な
る
電
炉
一
貫
で
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
電
磁
鋼
板
の
製
造
・
供
給
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

今
後
、
お
客
様
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ス
チ
ー
ル
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い

く
た
め
の
第
一
歩
で
あ
り
、
大
型
電
炉
で
の
高
級
鋼
製
造
に
挑
戦
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
波
崎
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー（
茨
城
県
神
栖
市
）に
、
大
型
化
を
見
据
え
た
小

型
電
気
炉（
10
ト
ン
）を
設
置
し
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
試
験
を
開
始
。
ま
た
小
型
シ
ャ
フ
ト

炉
を
設
置
し
、水
素
で
低
品
位
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
試
験
を
2
0
2
5
年
度
よ
り
開
始
し
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
大
型
電
炉
で
の
高
級
鋼
製
造
の
実
現
に
向
け
、
研
究
開
発
を
一
層
深
化

さ
せ
ま
す
。

日
本
製
鉄
とA

rcelorM
ittal（A

M

）が
イ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
合
弁
事
業

A
rcelorM

ittal N
ippon Steel India Lim

ited

（A
M

/N
S India

）は
、
製
鉄
事
業
基
盤

強
化
施
策
の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

A
M

/N
S India

は
、
今
後
の
イ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
需
要
拡
大
を
捉
え
市
場
プ
レ
ゼ

ン
ス
の
確
保
を
図
る
べ
く
、
既
存
ハ
ジ
ラ
製
鉄
所
の
未
使
用
土
地
を
活
用
し
た
鉄
源
・
熱

延
設
備
な
ど
の
新
設
・
増
強
投
資
を
行
い
、
生
産
能
力
を
拡
大
し
ま
す（
粗
鋼
生
産
能
力
：

＋
約
６
０
０
万
ト
ン
／
年
、投
資
額
：
約
４
１
０
０
億
イ
ン
ド
ル
ピ
ー（
約
７
３
０
０
億
円
））。

ま
た
今
回
の
設
備
新
設
・
増
強
は
、
将
来
両
親
会
社
で
あ
る
日
本
製
鉄
とA

M

が
開
発

中
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技
術
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
可
能
と
な
る
プ
ロ
ビ
ジ
ョ
ン

を
備
え
た
方
案
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ッ
サ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る
港
湾
・
電
力
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
はA

M
/

N
SIndia

の
製
鉄
事
業
運
営
に
お
い
て
一
体
不
可
分
の
重
要
基
盤
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
般
、
エ
ッ
サ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
ら
の
買
収
に
関
し
て
合
意
し
ま
し
た（
買
収
金
額
：

約
24
億
米
ド
ル（
約
３
４
０
０
億
円
））。

「ProStruct」ブランドウェブサイト　https://www.nipponsteel.com/product/prostruct/

日
本
製
鉄
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）が
公
募
し
た「
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
次
世
代
火
力
発
電
等
技
術
開
発
／
C
O
2

有
効
利
用
拠
点
に
お
け
る
技
術
開
発
」に
、「
C
O
2

の
高
効

率
利
用
が
可
能
な
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
と
利
用
技
術
の
開

発
」を
提
案
、
本
年
４
月
に
採
択
さ
れ
、
９
月
14
日
に
広
島

県
大
崎
上
島
で
本
事
業
の
研
究
拠
点（
※
１
）の
開
所
式
が
行
わ

れ
、
研
究
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
回
、
日
本
製
鉄
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル（
※
２
）技
術
と

し
て
の
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス（
※
３
）の
実
用
化
に
向
け
て
、
研
究

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
生
産
面
で
は
製
鉄
所
な
ど
か
ら
の

C
O
2

を
効
率
的
に
微
細
藻
類
に
利
用
さ
せ
る
た
め
の
培
養

技
術
の
開
発
、
利
用
の
面
で
は
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
を
炭
材
な

ど
と
し
て
製
鉄
工
程
に
利
用
す
る
技
術
の
開
発
と
、
利
用
に

適
し
た
微
細
藻
類
の
探
索
を
行
い
ま
す
。「CO₂の高効率利用が可能な藻類バイオマス生産と利用技術の開発」の概要

※1 本事業は、NEDOが広島県大崎上島に開設したカーボンリサイクル実証研究拠点において実施。
当該研究拠点の基礎研究エリアで最初に実施される6 事業のうちの1つとして採択された。

※2 カーボンリサイクル：CO₂を資源と捉え、これを回収し、多様な炭素化合物として再利用すること。
※3 藻類バイオマス：微細藻類が増殖する過程で固定された有機物の総体。

ブランドネーミングコンセプト

Progress（進化）／ Professional（専門性）

Steel Structure（鋼構造）

Technology（技術）

「NSCarbolex」ブランドウェブサイト　
ttps://www.nipponsteel.com/product/nscarbolex/

鉄鋼製造プロセスにおける
CO2排出量を削減したと認定される鉄鋼製品

社会におけるCO2排出量削減に寄与する
高機能製品･ソリューション技術

Nippon Steel  +  Carbon dioxide less  +  X
日本製鉄が提供する CO2排出量削減に貢献する  持続可能な未来

NSCarbolexのブランド体系と、各ブランドのロゴ表記

鉄鋼製造プロセスにおける
CO2排出量を削減したと認定される鉄鋼製品

社会におけるCO2排出量削減に寄与する
高機能製品･ソリューション技術

Nippon Steel  +  Carbon dioxide less  +  X
日本製鉄が提供する CO2排出量削減に貢献する  持続可能な未来

NSCarbolexのネーミングコンセプト






